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明
代
遼
東
で
冗
良
恰
・
女
直
の
馬
と
中
国
の
絹
布
と
の
官
営
互
市
が
永
楽
三
年
三
月
に
開
始
さ
れ
た
が
、
そ
の
交
換
率
が
北
方
民
族
に
有
利

で
あ
っ
た
為
に
売
馬
者
が
衆
く
な
り
、
そ
の
都
度
的
臨
時
的
な
互
市
で
は
応
接
に
不
便
を
来
し
た
の
で
、
遂
に
永
楽
四
年
三
月
常
設
的
な
設
備

と
馬
市
宮
と
云
う
監
督
収
買
の
政
府
機
闘
を
も
っ
馬
市
が
創
設
さ
れ
た
。
乙
の
場
合
互
市
と
馬
市
と
は
制
度
的
に
明
か
に
区
別
さ
る
べ
き
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
混
請
さ
れ

τ馬
市
の
永
楽
三
年
設
置
説
と
永
楽
四
年
設
置
説
が
行
わ
れ

τい
る
が
、
馬
市
を
常
設
的
収
買
機
関
と
レ

τ臨

時
的
一
時
的
な
収
買
で
あ
る
互
市
と
区
別
す
れ
ば
永
楽
四
年
説
を
採
る
べ
き
で
あ
る
。
更
に
遼
東
馬
市
設
置
の
理
由
は
、
明
側
の
馬
に
対
す
る

需
要
と
、
冗
良
晴
・
女
直
の
中
国
物
産
に
対
す
る
需
要
が
有
無
相
通
ず
る
形
に
於
い

τ交
易
に
結
晶
し
た
も
の
即
ち
経
済
的
理
由
に
よ
る
と
す

る
か
、
そ
れ
と
も
明
が
北
方
民
族
の
武
力
に
よ
る
侵
略
を
緩
和
す
る
為
に
利
を
晴
わ
し

τ彼
等
を
慰
撫
制
顧
す
る
思
恵
的
政
策
的
な
も
の
と
見

る
か
と
云
う
ニ
つ
の
考
え
方
が
あ
り
、
従
来
後
の
理
由
を
童
レ
と
す
る
見
解
が
強
か
っ
た
が
、
永
楽
初
期
の
明
圏
内
の
著
し
い
馬
不
足
の
状
態

と
、
そ
れ
に
対
す
る
成
祖
の
熱
心
な
増
馬
政
策
を
考
究
す
る
と
必
ず
し
も
成
祖
の
孫
宣
宗
が
馬
市
は
明
と
し

τ必
要
な
設
備
で
は
な
い
が
、
北

夷
の
生
活
物
資
が
中
国
に
依
存
し

τい
る
か
ら
思
恵
的
に
交
易
し

τゃ
る
の
だ
と
云
っ
た
言
を
そ
の
ま
ま
採
っ

τ永
楽
初
設
の
馬
市
に
当

τは

め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。
永
楽
初
期
に
は
馬
不
足
解
決
の
為
明
の
万
で
も
積
極
的
に
頻
り
に
外
に
馬
を
求
め
た
の
で
あ
り
、
克
良
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暗
・
女
直
の
方
で
も
勿
論
馬
を
以

τ中
国
物
産
と
の
交
易
を
希
望
し
た
の
で
、
そ
こ
に
は
明
か
に
両
方
の
需
給
の
一
致
が
害
在
し

τい
た
。
馬

市
設
置
は
寧
ろ
こ
の
経
済
的
理
由
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
但
し
明
に
於
け
る
増
馬
政
策
の
感
功
が
永
楽
十
七
・

八
年
頃
明
圏
内
の
馬
不
足
を
解
消
し

τ来
る
と
、
馬
市
交
易
に
於
け
る
質
量
の
選
摂
決
定
馬
価
の
抑
制
等
が
可
能
と
な
り
、
馬
市
が
明
の
制
夷

能
1

撫
夷
政
策
と
し

τの
意
味
を
強
く
し

τ来
る
。
以
上
の
様
な
乙
と
を
私
は
先
の
小
論
で
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
遼
東
初
設
の
馬
市
に
就

τ

は
従
来
誤
解
せ
ら
れ
た
ま
ま
看
過
さ
れ

τい
る
点
が
残
つ

τい
る
。
そ
の
一
二
に
つ
い

τ述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
一
つ
は
馬
市
の
数
に
つ

い

τで
あ
る
。

ニ
、
初
設
馬
市
の
数
と
位
置

従
来
遼
東
に
永
楽
四
年
開
設
さ
れ
た
馬
市
は
三
所
と
云
わ
れ

τい
る
。
女
直
に
対
す
る
馬
市
が
開
原
城
南
に
一
所
、
克
良
晴
三
衛
に
対
す
る

馬
市
が
関
原
城
東
に
一
所
と
広
寧
に
一
所
計
三
所
と
云
う
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
三
所
説
は
明
人
編
著
の
諸
書
か
ら
清
代
編
纂
の
諸
書
ま
で

略
々
一
致
し

τ記
す
所
で
あ
る
。
即
ち
明
代
に
成
っ
た
大
明
（
正
徳
及
高
暦
）
会
典
、
遼
東
志
、
全
遼
士
山
、
王
折
の
続
文
献
通
考
、
王
世
貞
の

会
州
史
料
前
集
（
市
馬
考
）
、
及
び
清
代
の
明
史
（
食
貨
志
）
、
欽
定
続
文
献
適
考
、
続
適
典
等
々
何
れ
も
三
所
説
で
あ
る
。
併
し
同
じ
く
三
所

説
で
あ
る
が
そ
の
内
容
を
検
討
す
る
と
、
明
代
の
史
料
群
（
A
群
）
は
夫
々
略
々
同
文
で
あ
り
そ
の
史
料
の
出
所
が
一
つ
で
あ
る
事
、
叉
清
代

の
史
料
群
（
B
群
）
も
皆
同
文
で
あ
り
そ
の
来
源
が
一
つ
で
あ
る
事
、
そ
し

τ
A群
と
B
群
で
は
異
っ
た
記
載
が
あ
る
事
等
が
知
ら
れ
る
。
史

群
の
最
も
古
い
代
表
的
と
思
わ
れ
る
も
の
を
掲
げ

τそ
の
異
聞
を
示
し
後
の
論
述
に
資
す
こ
と
に
す
る
。

A 
群

明
正
徳
舎
典
兵
部
車
駕
司
馬
政

永
矯
三
年
立
遼
東
関
原
贋
寧
馬
市
：
・
：
・
中
略
：
・
：
・
其
立
市
一
於
開
原
城
南
。
以
待
海
西
女
直
。

一
一
於
品
開
原
城
東
。

一
於
蹟
寧
。
以
待
柴

顔
三
衛
。
各
去
城
四
十
里
。
：
：
：
中
略
：
・
：
・

正
統
十
四
年
草
梁
顔
互
市
。

．．
 



B 
群

明
史
食
貨
志
馬
市

永
掛
弔
問
設
馬
市
三
。

一
在
開
原
南
関
。
以
待
海
西
。

一
在
関
原
城
東
五
里
。

一
在
庚
寧
。
皆
以
待
楽
顔
三
衛
。
：
：
・
中
略
：
・
：
・

既
而
城

東
贋
寧
市
皆
廃
。
惟
関
原
南
関
馬
市
潤
存
。
：
：
：
下
略
：
・
：
・

A
群
の
遼
東
志
は
上
掲
記
事
と
別
の
箇
所
（
巻
二
建
置
志
）
で
関
原
の
ニ
馬
市
の
う
ち
、
女
直
に
対
す
る
も
の
を
女
直
馬
市
、

rん
良
暗
に
対

す
る
も
の
を
達
達
馬
市
と
称
レ

τい
る
の
で
叙
述
の
便
宜
の
為
暫
ら
く
そ
れ
を
借
り
る
こ
と
に
す
る
。
広
寧
に
つ
い

τは
A
B
共
に
馬
市
一
所

で
あ
り
、

A
で
は
去
城
四
十
里
と
あ
る
が
B
で
は
ふ
れ

τい
な
い
。
明
の
実
録
に
も
永
楽
四
年
馬
市
一
所
設
置
を
記
し
、
そ
の
後
そ
の
存
廃
に

つ
い

τ記
事
が
散
見
す
る
が
何
れ
も
一
所
で
あ
っ
た
事
は
疑
う
余
地
は
な
い
。
そ
の
位
置
に
就
い

τ稲
葉
博
士
は
初
設
の
位
置
は
団
山
盤
の
較

悦

g

々
東
北
鉄
山
に
あ
り
、
後
団
山
室
に
移
さ
れ
た
と
簡
単
に
記
し

τい
ら
れ
る
。
初
設
の
馬
市
が
鉄
山
に
在
っ
た
こ
と
は
明
貫
録
永
業
十
年
四
月

（
美
一
亥
）
に
「
徒
蹟
寧
鉄
山
馬
市
子
園
山
。
以
草
木
便
故
也
。
」
あ
る
の
で
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
遼
東
志
（
巻
二
）
に
は
「
永
繋
二
年
設

於
城
北
馬
市
河
之
陰
。
成
佑
十
一
年
改
設
塔
見
山
西
南
口
十
四
年
叉
改
圏
山
霊
後
。
」
と
あ
り
、
初
設
は
馬
市
河
之
陰
（
南
）
と
な
っ

τい
る
。

馬
市
河
は
広
寧
城
西
五
里
の
欝
亙
間
山
か
ら
発
源
東
流
レ
、
広
寧
城
東
を
廻
つ

τ南
流
す
る
小
河
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
馬
市
河
之
南
と
あ
れ
ば

広
寧
城
北
至
近
の
位
置
で
あ
る
。
恐
ら
く
城
北
数
里
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
是
と
鉄
山
馬
市
と
が
同
一
の
も
の
を
指
す
の
か
否
か
が
不
明
で
あ
る
。

永
楽
二
年
と
云
え
ば
未
だ
馬
市
設
置
以
前
で
あ
り
、
或
は
こ
の
馬
市
町
陰
の
位
置
は
永
楽
三
年
の
互
市
場
を
指
す
の
か
も
知
れ
ぬ
。
稲
葉
博
士

が
鉄
山
の
位
置
を
団
山
鐙
の
東
北
に
求
め
ら
れ
た
の
は
去
城
四
十
里
の
位
置
が
初
制
だ
と
さ
れ
る
為
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
初
設
は
決
レ

τ去
域
四
十
里
で
は
な
く
、
意
外
に
鎮
城
に
近
く
設
け
ら
れ

τい
る
の
で
博
士
の
鉄
山
馬
市
の
位
置
色
そ
の
ま
ま
は
頂
け
な
い
。
或
は
遼
東
izb

の
馬
市
河
陰
の
互
市
場
が
そ
の
ま
ま
馬
市
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
、
そ
乙
が
鉄
山
馬
市
で
あ
っ
た
と
も
云
え
る
が
、
確
か
な
事
は
解
ら
ぬ
。

永
楽
十
年
の
団
山
鐙
馬
市
改
設
後
は
馬
市
の
位
置
に
変
更
が
な
か
っ
た
か
と
云
え
ば
是
も
疑
わ
し
い
。
成
化
十
四
年
再
開
の
馬
市
は
遼
東
志
は

団
山
盤
後
（
北
）
と
あ
る
。
皇
明
職
方
地
図
の
全
遼
辺
図
に
は
明
か
に
団
山
盤
の
北
方
に
馬
市
の
字
を
記
入
し

τい
る
。
乙
れ
が
成
佑
十
四
年

遼

東
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市

管

見
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再
開
後
の
広
寧
馬
市
で
あ
る
。
団
山
鍍
が
城
北
三
十
里
。
そ
の
北
方
の
馬
市
は
正
に
去
城
四
十
里
に
当
る
の
で
あ
る
。
所
が
遼
東
志
所
載
の
広

寧
山
川
地
理
之
闘
に
は
団
山
径
の
南
で
馬
市
河
の
北
に
馬
市
の
字
の
記
入
が
あ
る
。
城
北
二
十
里
位
に
あ
た
る
位
置
で
あ
る
、
こ
の
馬
市
の
位

置
は
馬
市
河
陰
（
南
）
で
な
く
、
従
つ

τ遼
東
士
山
（
巻
一
一
）
で
云
う
初
設
の
位
置
で
は
な
く
、
永
楽
十
年
鉄
山
か
ら
徒
さ
れ
た
団
山
鏡
馬
市
の

位
置
を
示
す
も
の
に
相
違
な
い
。
と
す
る
と
、
永
楽
十
年
か
ら
正
統
十
四
年
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
広
寧
馬
市
は
団
山
盤
南
に
あ
り
、

一
日
一
廃
止

さ
れ

τ再
開
さ
れ
た
時
更
に
遠
げ
ら
れ

τ団
山
盤
北
に
移
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

次
に
は
開
原
で
あ
る
が
、
前
掲
A
B
史
料
共
に
馬
市
二
所
が
設
置
さ
れ
た
こ
よ
を
云
つ

τ
い
る
。
併
レ
そ
の
位
置
は
一
致
し
な
い
。

A
で
は

女
直
馬
市
は
開
原
城
南
喝
達
遥
馬
市
は
関
原
城
東
と
云
い
、
し
か
も
各
去
城
四
十
里
と
ゐ
る
が
、

B
で
は
女
直
馬
市
は
関
原
南
関
、
遥
達
馬
市

は
開
原
城
東
五
里
と
あ
る
。

A
で
は
正
統
十
四
年
来
顔
三
衛
互
市
を
革
め
た
と
あ
る
の
が
、

B
で
は
城
東
広
寧
市
皆
廃
し
、
悦
開
原
南
関
馬
市

の
み
独
り
残
っ
た
と
記
し

τい
る
。
こ
れ
は
正
統
十
四
年
対
克
良
恰
馬
市
が
閉
鎖
会
れ
、
成
化
十
四
年
復
関
さ
れ
る
ま
で
の
状
態
を
云
つ

τい

る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
開
原
ニ
馬
市
の
位
置
に
関
す
る
A
B
史
料
の
異
聞
を
要
約
し

τお
く
し
」
、

ー
、
女
直
馬
市
を
開
原
の
南
方
に
、
遥
遠
馬
市
を
開
原
の
東
方
に
記
置
さ
れ
た
と
す
る
万
向
に
就
い

τは
A
B
共
同
様
で
あ
る
が
、

2
、
A
で
は
城
南
も
城
東
も
関
原
城
よ
り
四
十
里
の
地
点
に
設
け
ら
れ
た
と
す
る
に
対
レ

τ、
B
で
は
開
原
に
近
く
、
南
方
は
南
聞
に
、
東
方

は
五
里
の
地
点
に
あ
る
と
す
る
点
が
違
つ

τい
る
。

さ
τ
関
原
ニ
馬
市
の
位
置
に
つ
い
τ
A
B
ニ
史
料
の
価
値
は
ど
ち
ら
が
高
い
か
を
先
づ
考
え
る
と
、
常
識
的
に
清
代
に
成
る
B
群
よ
り
明
人

の
手
に
成
る
A
群
の
方
が
信
恐
性
が
高
い
と
云
え
る
わ
け
だ
が
、
実
は
B
群
の
史
料
も
勿
論
基
づ
く
所
が
あ
る
わ
け
で
、
そ
れ
は
明
実
録
成
化

十
四
年
三
月
（
丙
成
）
の
条
に
見
え
る
冗
良
恰
馬
市
復
聞
に
つ
い

τの
遼
東
巡
撫
陳
銭
の
上
奏
で
あ
り
、

B
で
は
こ
の
上
奏
を
多
少
節
略
し
た

り
補
足
し
た
り
し
な
が
ら
も
大
体
そ
の
ま
ま
採
用
し
τ
い
る
事
は
次
に
掲
げ
る
上
奏
と
B
と
を
対
照
し
τ
見
れ
ば
一
見
し
τ
明
か
で
あ
る
。

詔
復
開
遼
東
蹟
寧
等
鹿
馬
市
。
巡
撫
遼
東
都
御
史
陳
銭
奏
。
永
菊
間
遼
東
設
馬
市
三
底
。
其
一
在
開
原
城
南
闘
。
以
待
海
西
女
直
。
其
一



在
城
東
五
里
。
其
一
在
贋
寧
城
。
皆
以
待
柴
顔
三
衛
夷
人
。
正
統
間
因
漏
池
謹
事
。
己
罷
其
ニ
。
惟
開
原
南
闘
市
潤
存
。
：
：
：
下
略
：
：
：

と
す
る
と
A
群
中
の
最
古
の
正
徳
会
典
よ
り
B
の
方
が
更
に
二
十
数
年
古
い
史
料
と
云
う
こ
と
に
な
る
。
更
に
こ
の
事
は
A
の
記
載
そ
の
も
の

が
B
の
原
史
料
即
ち
成
佑
十
四
年
の
陳
鍛
の
上
奏
に
依
つ

τい
る
か
も
知
れ
な
い
と
云
う
事
を
考
え
さ
せ
る
。
そ
う
思
つ

τ見
る
と
A
の
末
文

「
各
去
城
四
十
里
」
を
取
り
去
る
と
A
と
B
と
は
大
略
同
意
で
矛
盾
レ
な
い
史
料
で
あ
る
o

即
ち
共
に
陳
誠
上
奏
と
関
係
あ
り
と
見

τよ
い
様

で
あ
る
。
女
直
属
市
に
つ
い

τは
陳
銑
の
「
関
原
城
南
関
」
の
語
を

Aは
関
を
削
つ

τ
「
開
原
城
南
」
と
し
、
B
は
城
ぞ
削
つ

τ
「
開
原
南
関
」

と
し
た
の
で
あ
り
、
達
達
馬
市
に
つ
い

τは
B
は
陳
銀
の
「
城
東
五
里
」
に
開
原
を
冠
し

τ明
確
佑
し
た
の
に
対
レ

τ、
Aは
同
じ
く
関
原
を

冠
レ
た
上
で
五
里
を
削
つ

τい
る
の
で
あ
る
o
B
の
節
略
補
足
は
陳
銑
と
同
意
の
線
を
崩
し

τい
な
い
が
、

A
で
は
可
な
り
異
っ
た
意
味
を
生

じ

τ来
る
。
是
等
の
A
の
操
作
は
全
く
後
文
の
「
各
去
城
四
十
里
」
を
附
加
す
る
為
に
起
っ
た
必
要
な
削
除
で
あ
っ
た
と
云
え
る
。
で
は
何
故

A
群
に
こ
の
「
各
去
城
四
十
里
」
が
附
加
さ
れ
た
か
と
云
え
ば
、
是
は
正
し
く
成
化
十
四
年
再
開
以
後
の
達
達
馬
市
に
関
す
る
知
識
に
基
づ
く

の
で
あ
る
。
即
ち
古
城
壁
（
開
原
城
西
四
十
五
里
）
南
の
馬
市
、
或
は
先
述
し
た
団
山
霊
北
方
の
馬
市
は
何
れ
も
大
体
去
城
四
十
里
に
あ
り
、

是
等
の
達
達
馬
市
の
距
離
に
つ
い

τの
知
識
を
湖
つ

τ初
設
達
達
馬
市
に
延
用
レ

τし
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
従
つ

τAは
成
化
十
四
年
以
後
の

再
開
達
達
馬
市
の
知
識
巻
附
加
す
る
こ
と
に
よ
っ

τ陳
錦
上
奏
に
手
を
加
え

τレ
ま
っ
た
。
こ
れ
で
は
南
関
の
女
直
馬
市
ま
で
城
南
四
十
里
に

在
る
か
の
様
な
こ
と
に
な
っ

τレ
ま
う
。
域
南
四
十
里
は
す
で
に
中
国
域
外
に
達
す
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
事
か
ら
次
の
事
が
は
っ
き
り
す

る
。
陳
銭
上
奏
及
び
B
は
成
佑
十
四
年
瓦
良
恰
馬
市
再
開
以
前
の
成
化
年
聞
に
於
け
る
明
人
の
遼
東
初
設
馬
市
に
つ
い
て
の
知
識
で
あ
り
、

A

は
再
闘
志
れ
た
以
後
の
達
遥
馬
市
の
知
識
に
よ
っ

τ歪
曲
さ
れ
た
初
設
馬
市
の
史
料
で
あ
る
と
。
従
つ

τ初
設
馬
市
を
考
え
る
場
合
、
陳
鍛
上

奏
及
び
B
を
A
よ
り
優
先
し

τ採
り
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
と
云
え
る
。

史
料
の
系
譜
を
辿
る
と
す
る
よ
こ
こ
で
当
然
遼
東
士
山
が
問
題
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
私
の
見
得
る
尊
経
閣
本
遼
東
志
に
は
幸
に
稲
葉
博
士

の
解
説
が
附
い

τい
る
の
で
そ
れ
に
拠
る
と
、
遼
東
志
の
第
一
次
刊
行
は
弘
治
元
年
で
遼
東
志
警
と
云
い
、
第
二
次
が
嘉
靖
十
六
年
告
成
で
今
の

遼

東

馬

市

管

見



遼

東
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遼
東
志
で
あ
り
、
第
三
次
が
嘉
靖
四
十
四
年
刊
行
で
全
遼
志
で
あ
る
と
云
う
。
し
か
も
弘
治
刊
本
の
遼
東
士
山
害
の
稿
本
は
永
楽
中
に
既
に
成
つ

τ
一
部
は
謹
写
進
呈
さ
れ

τい
る
。
従
つ

τ遼
東
志
の
記
載
中
に
は
永
楽
年
聞
に
早
く
蒐
集
さ
れ
た
初
期
の
史
料
が
多
く
含
ま
れ

τい
る
可
能

性
が
強
い
わ
け
で
あ
る
。
上
に
問
題
に
し
た
A
は
勿
論
遼
東
志
巻
三
兵
食
志
・
辺
略
・
馬
市
の
条
に
も
見
え

τい
る
。
乙
の
A
が
暴
恭
の
正
統

八
年
の
序
文
を
色
つ
弘
治
刊
本
の
稿
本
に
も
載
っ

τい
た
か
否
か
は
今
で
は
探
る
術
も
な
い
が
、
若
レ
載
っ

τい
た
と
す
れ
ば
遼
東
巡
撫
の
陳

鋸
は
そ
れ
を
見

τあ
の
上
奏
を
書
い
た
と
す
る
仮
定
も
成
り
立
ち
得
な
い
乙
と
で
は
な
い
。
併
し
そ
れ
に
し

τは
陳
餓
上
奏
は
A
と
余
り
に
違

い
過
ぎ

τい
る
し
、
前
述
の
様
に
A
は
瓦
良
晴
馬
市
再
開
以
後
の
知
識
に
よ
る
・
も
の
で
あ
る
か
ら
、
遼
東
志
書
稿
本
に
は
記
載
注
れ

τい
な
か

っ
た
の
で
あ
り
正
徳
会
典
か
ら
の
転
載
に
過
ぎ
ぬ
と
断
じ
た
い
。
所
で
遼
東
志
に
は
A
と
異
っ
た
馬
市
関
係
の
史
料
が
別
の
所
に
含
ま
れ

τい

る
、
遼
東
志
巻
ニ
建
置
志
公
署
の
条
に
あ
る
次
の
史
料
が
そ
れ
で
あ
る
。

開
原
馬
市
ニ

女
直
馬
市

達
達
馬
市

永
端
初
設
域
東
屈
換
屯
。
成
佑
聞
改
設
城
南
門
外
西
。

城
西
。
成
佑
間
添
設
於
古
域
盤
南
。
嘉
靖
三
年
改
於
慶
雲
盤
北
。

永
楽
ニ
年
設
於
城
北
馬
市
河
之
陰
。
成
佑
十
一
年
改
設
塔
見
山
西
南
。
十
四
年
叉
改
園
山
盤
後
。

贋
寧
馬
市
一

撫
順
馬
市
一

達
遥
馬
市
城
東
門
外
一
里
。

今
問
題
に
す
る
の
は
開
原
馬
市
だ
け
で
あ
る
が
、
右
の
記
載
を
検
討
す
る
と
、
ィ
、
城
東
の
馬
市
と
城
南
の
馬
市
は
並
置
さ
れ
た
の
で
は
な

く
、
城
東
の
も
の
が
成
佑
年
聞
に
城
南
に
改
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
こ
と
。
ロ
、
従
つ

τ乙
の
史
料
に
拠
れ
ば
初
設
関
原
馬
市
は
域
東
一
所
し
か

な
い
こ
と
。
ハ
、

A
B
群
史
料
は
城
東
を
達
遥
馬
市
と
し

τい
る
の
に
こ
れ
で
は
城
東
を
女
直
馬
市
と
云
つ

τい
る
こ
と
。
ニ
、
開
原
の
達
遥

馬
市
の
開
設
は
成
佑
年
間
城
西
古
城
盤
南
の
添
設
を
起
掠
と
し

τい
る
こ
と
等
を
伝
え

τい
る
。
こ
の
巻
二
史
料
に
も
成
化
年
間
或
は
嘉
靖
年



聞
の
知
識
さ
え
附
加
3
れ

τい
る
が
、
初
設
馬
市
に
闘
し

τは
陳
鍛
や
A

・B
と
甚
だ
矛
盾
す
る
事
を
記
し

τい
る
。
即
ち
彼
等
で
は
全

τ開

原
ニ
馬
市
の
設
置
を
云
う
の
に
、
是
で
は
一
馬
市
を
挙
げ
る
の
み
で
あ
る
。
ど
ち
ら
が
正
レ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
遼
東
志
に
は
永
楽
以

降
の
古
い
史
料
が
採
訪
会
れ
集
録
さ
れ

τい
る
可
能
性
を
想
起
し
た
い
。
巻
二
史
料
は
公
署
の
建
置
に
就
い

τの
も
の
だ
が
、
成
化
の
馬
市
再

開
以
後
は
作
り
上
げ
ら
れ
た
遼
東
志
巻
三
の
A
史
料
と
全
く
無
関
係
に
、
公
署
の
建
置
に
就
い

τの
古
い
記
録
が
伝
存
レ

τい
τそ
れ
に
よ
っ

τこ
の
初
設
の
記
事
が
書
か
れ
た
と
し
か
思
わ
れ
な
い
。
A
L
」
余
り
に
異
つ

τい
る
し
、
基
づ
く
所
が
な
く

τ空
に
作
り
上
げ
ら
れ
た
と
は
思

え
な
い
か
ら
。
と
す
る
と
陳
鋸
を
含
め

τ成
化
年
間
以
後
の
初
設
馬
市
に
関
す
る
史
料
よ
り
遥
か
に
古
く
、
し
か
も
直
接
公
署
の
建
置
を
述
べ

た
史
料
的
価
値
の
高
い
巻
ニ
史
料
が
開
原
馬
市
一
所
を
説
い

τい
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
馬
市
一
所
を
更
に
強
化
す
る
史
料
は
な
い
か
と
云
え

ば
実
は
更
に
有
力
な
史
料
が
あ
る
の
で
あ
る
。
切
札
を
出
そ
う
。
周
知
の
明
実
録
永
楽
四
年
三
月
（
甲
午
）
の
遼
東
馬
市
開
設
の
条
に
は
明
か

fこ

設
遼
東
開
原
麗
寧
馬
市
二
所
。
初
外
夷
以
馬
曽
於
謹
。
命
有
司
善
債
易
之
。
至
是
来
者
衆
。
故
設
二
市
。
命
千
一
戸
答
納
失
里
等
主
之
。

L
」
J

の
ス
vo

「
開
原
広
寧
馬
市
ニ
所
」
叉
は
「
設
ニ
市
」
と
あ
る
の
で
開
原
一
所

広
寧
一
所
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
同
じ
く
明
実
録
宜
徳
十
年

五
月
（
乙
亥
）
に
時
の
遼
東
総
兵
官
亙
凱
が
馬
市
収
買
の
馬
の
処
分
に
就
い

τ奏
請
し
た
時
に
も
、

萩
一
凱
欲
勝
康
寧
開
原
二
底
所
市
馬
匹
。
上
等
者
送
京
師
。
中
等
下
等
者
給
軍
士
充
戦
馬
。
其
不
中
者
給
屯
種
軍
徐
牧
養
。
種
馬
送
遼
東
苑

馬
寺
0

・

と
ゐ
り
、
や
ば
り
広
寧
開
原
ニ
処
で
ゐ
る
。
成
倍
以
前
の
明
の
実
録
に
は
初
設
の
馬
市
が
三
所
で
あ
っ
た
事
を
示
す
記
載
は
全
く
な
く
、
あ
れ

ば
右
の
如
く
ニ
市
で
あ
り
ニ
処
で
ゐ
る
。
そ
し

τ正
に
そ
れ
を
裏
書
き
す
る
の
が
遼
東
志
巻
二
の
先
の
史
料
で
あ
る
。
従
つ

τ開
原
初
設
の
馬

市
は
通
説
に
反
レ

τ
一
所
で
あ
っ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

こ
の
遼
東
士
山
巻
二
、
そ
れ
を
受
け
た
全
遼
志
の
開
原
に
於
げ
る
女
直
馬
市
と
遼
達
馬
市
の
記
載
は
夙
に
稲
葉
博
士
の
注
目
さ
れ
た
所
で
あ

遼
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馬

市

管

見
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凶

る
。
博
士
は
馬
市
の
位
置
を
述
べ
る
に
当
つ

τ是
を
引
用
さ
れ
た
が
、
次
の
様
に
苦
し
い
説
明
を
さ
れ

τい
る
。

「
屈
換
屯
の
所
在
は
明
か
な
ら
ざ
る
が
、
大
概
ね
威
遠
彊
の
東
方
に
在
り
レ
な
る
べ
し
。
成
佑
に
い
た
り
初
制
を
棄

ττ
城
南
に
改
設
せ
り
と

見
ゆ
。
嘉
靖
以
前
の
記
録
に
南
関
市
と
あ
る
は
之
を
指
せ
る
も
の
に

τ、
広
順
関
即
ち
恰
達
河
の
上
流
に
在
ち
し
も
の
と
は
混
称
す
べ
か
ら

ず
。
全
遼
志
が
之
を
女
直
馬
市
と
称
す
る
よ
り
推
し

τ永
楽
以
来
海
西
建
州
の
互
市
場
た
る
を
知
る
。
古
城
壁
の
馬
市
は
之
を
添
設
せ
り
と

J

の
れ
ば
、
従
来
の
市
場
の
外
に
新
に
開
設
し
き
と
視
る
を
得
れ
ど
、
実
は
改
設
せ
る
も
の
と
思
わ
れ
ざ
る
に
ゐ
ら
ず
。
永
楽
の
初
設
は
一
は

開
原
の
南
に

τ
一
は
関
原
の
東
な
る
が
、
そ
の
東
な
る
は
移
り

τ南
関
外
に
設
け
ら
れ
し
こ
と
ゆ
え
、
南
な
り
し
は
別
に
地
点
を
易
へ
し
に

あ
ら
で
、
自
ら
古
城
壁
に
移
さ
れ
し
な
る
べ
し
。
究
覚
、
開
原
に
は
両
市
あ
り
、
東
南
な
る
は
女
直
を
待
ち
、
西
北
な
る
は
冗
良
拾
を
待
ち

神

uedu

し
と
解
す
る
を
可
と
す
。
但
し
永
楽
初
設
の
南
市
の
伺
れ
に
在
り
し
や
は
確
指
す
る
を
得
ず
。
」

関
原
ニ
市
の
先
入
観
が
博
士
を
誤
ら
せ
、
巻
二
史
料
と
A
B
史
料
と
を
矛
盾
な
く
解
せ
ん
と
し

τ混
乱
し
、
古
城
壁
南
の
添
設
を
改
設
と
曲
解

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
で
初
設
開
原
馬
市
一
所
の
大
筋
だ
け
は
通
し
た
つ
も
り
で
あ
る
が
、
ま
だ
幾
つ
も
問
題
が
残
る
。
先
づ
そ
の
位
置
で
あ
る
が
、
是
は
巻

ニ
史
料
を
素
直
に
解
し

τ屈
換
屯
と
し

τも
よ
い
で
あ
ろ
う
が
、
決
し

τ屈
換
屯
即
馬
市
場
で
は
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。
そ
の
屈
換
屯
の
位
置

を
稲
葉
博
士
は
先
掲
の
如
く
威
遠
盤
（
開
原
城
東
三
十
里
）
の
更
に
東
方
だ
ろ
う
し
」
云
つ

τ居
ら
れ
る
が
、
是
は
去
域
四
十
里
を
初
制
と
考
え

τの
推
定
で
あ
る
か
ら
従
え
な
い
。
遼
東
志
巻
三
沿
辺
城
壁
激
台
・
北
路
開
原
等
鹿
巻
見
る
と
、

鏡
北
壁

官
軍
三
百
五
十
一
員
名
。
清
謹
盤
屯
可
屯
兵
。
馬
市
屯
可
按
伏
。
．

威
遠
盤

官
軍
三
百
五
十
一
員
名
。
雷
旗
屯
可
屯
兵
。
曲
換
屯
可
按
伏
。
：
・
：
・

と
見
え
る
。
こ
の
威
還
壁
所
属
の
曲
（
n
v
d）
換
屯
は
屈
（
n
F
d）
換
屯
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
し
、
鎮
北
壁
所
属
の
馬
市
屯
は
馬
市
に
基
ず
く

屯
名
で
あ
る
か
ら
、
屈
換
屯
の
外
に
馬
市
屯
が
在
っ
た
事
は
明
か
で
あ
る
。
屈
換
屯
も
馬
市
屯
も
按
伏
す
べ
し
と
あ
る
が
、
是
は
開
原
城
攻
撃



に
対
レ

τ、
上
記
ニ
壁
官
軍
の
一
部
又
は
城
よ
り
の
援
兵
が
伏
兵
の
地
と
す
る
意
で
あ
る
か
ら
、
ニ
壁
と
開
原
と
の
中
聞
に
あ
る
村
屯
で
あ
る

と
見
ら
れ
る
。
即
ち
屈
換
屯
や
馬
市
屯
は
威
遠
畳
や
鎮
北
壁
の
東
方
に
で
は
な
く
寧
ろ
西
方
に
求
む
べ
き
で
あ
る
。
読
史
万
輿
紀
要
山
東
（
八
）

の
部
に
次
の
記
事
が
あ
る
。

鎮
北
闘
。

衛
東
七
十
里
。
海
西
族
朝
貢
市
易
慮
。
叉
康
順
闘
在
衛
東
六
十
九
里
。
靖
安
置
東
。
嘉
靖
中
海
西
族
分
道
款
闘
。
因
以
鎖
北

日
北
闘
。
賢
順
日
南
開
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
嘉
靖
以
前
の
海
西
女
直
の
朝
貢
市
易
は
鎮
北
関
を
経
過
し

τ行
わ
れ

τい
る
。
遼
東
士
山
は
鎮
北
闘
を
開
原
城
東
北
七
十
里
と

註
4

る
す
。
初
設
関
原
馬
市
は
一
市
で
あ
る
か
ら
、
女
直
の
み
で
な
く
冗
良
恰
も
盛
ん
に
出
入
し
た
事
を
考
え
る
と
、
東
北
鎮
北
関
経
由
が
最
も
便

利
で
あ
っ
た
ろ
う
。
と
す
る
と
大
体
鎮
北
関
か
ら
鎮
北
壁
を
経

τ開
原
に
向
う
路
線
上
に
馬
市
が
設
け
ら
れ
た
と
見
る
方
が
自
然
で
あ
る
。
し

か
も
去
城
四
十
里
な
ど
と
云
う
離
れ
た
所
で
な
く
、
も
っ
と
開
原
に
近
い
所
に
求
む
べ
き
で
あ
る
。
陳
銭
や
B
に
域
東
五
里
の
記
録
す
ら
あ
る

の
で
あ
る
。
遼
東
志
所
載
の
開
原
地
理
之
図
に
は
馬
市
の
文
字
が
な
い
が
、
先
引
皇
明
職
万
地
図
全
遼
辺
図
に
は
鎮
北
壁
の
西
南
即
ち
威
遠
壁

の
西
北
に
馬
市
の
字
が
記
入
さ
れ

τ居
り
、
是
は
正
に
満
洲
の
分
省
地
図
奉
天
省
図
に
見
ゆ
る
開
原
の
東
北
威
遠
壁
に
至
る
途
中
に
あ
る
馬
市

壁
の
位
置
に
一
致
す
る
。
こ
の
馬
市
壁
は
先
の
遼
東
志
の
馬
市
屯
の
発
展
し
た
（
要
案
化
し
た
）
も
の
で
あ
ろ
う
。
明
実
録
世
間
暦
四
年
正
月
（
丁

未
）
の
条
に
明
末
の
馬
市
の
状
態
巻
示
す
も
の
と
し

τ興
味
あ
る
記
事
が
あ
る
。
そ
の
中
に
「
関
原
設
三
関
三
市
」
の
語
が
あ
り
、
続
け

τ云

，コ。
王
台
由
蹟
順
闘
入
市
東
果
園
。
離
鎮
城
十
五
里
。
逗
家
奴
等
由
鎮
北
関
入
馬
市
壁
。
離
鎖
城
二
十
里
。
福
飴
等
夷
由
新
安
闘
入
市
慶
雲

盤
。
離
鋸
城
四
十
里
。
近
年
王
台
・
還
家
奴
等
皆
得
径
至
開
原
南
城
墳
。
混
列
雑
処
。
安
皐
貿
易
。
略
無
界
限
0

・：

こ
の
鎮
城
は
云
う
迄
も
な
く
北
路
参
将
の
鎮
域
開
原
を
指
す
。
そ
の
開
原
城
よ
り
東
北
鎮
北
関
の
方
向
へ
二
十
里
の
地
点
に
ゐ
る
馬
市
壁
は
前

述
職
方
地
図
の
馬
市
所
在
地
ゃ
、
現
穿
地
名
馬
市
壁
と
正
に
同
一
地
点
に
あ
た
る
。
私
は
こ
れ
が
初
設
の
位
置
で
あ
る
と
思
う
。
馬
市
は
草
木

遼
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便
宜
の
土
地
を
選
ん
で
設
備
さ
れ
た
。
当
初
は
無
人
の
草
地
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
か
ら
最
寄
り
の
部
落
名
屈
換
屯
が
設
置
場
所
と
し

τ挙
げ

ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
城
東
三
十
里
の
威
遠
盤
管
轄
下
に
属
し

τ城
と
の
中
間
に
あ
っ
た
部
落
屈
換
屯
（
城
東
約
十
五
里
か
）
の
更
に
東
北
方
に

註
5

連
が
る
地
域
、
そ
こ
は
関
原
城
東
を
流
れ
る
小
清
河
（
城
東
南
で
大
清
河
に
合
流
）
の
流
域
の
草
地
で
従
来
は
名
も
無
か
っ
た
か
、
或
は
屈
換

屯
の
村
外
れ
に
当
っ
た
地
域
が
選
定
さ
れ
た
の
で
み
の
る
。
そ
こ
は
馬
市
の
設
備
を
中
心
に
し

τや
が

τ棄
落
を
な
し

τ馬
市
屯
と
呼
ば
れ
、
鎮

北
壁
か
ら
関
原
へ
の
通
路
に
近
か
っ
た
の
で
鎮
北
壁
の
管
轄
に
入
れ
ら
れ
た
。
是
が
城
東
の
馬
市
で
ゐ
り
、
開
原
初
設
の
馬
市
で
あ
る
。
城
東

五
里
と
陳
銑
及
び
B
で
は
記
さ
れ

τい
る
が
是
は
厳
密
に
は
屈
換
屯
の
位
置
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
城
東
十
五
里
の
十
の
脱
落
か
、
或
は
開
原

城
の
城
壁
か
ら
の
距
離
で
な
く
、
開
原
の
近
城
即
ち
郊
外
の
東
関
区
域
を
開
原
城
の
区
域
内
に
含
め
る
と
城
東
五
里
程
に
屈
換
屯
が
在
っ
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。

次
に
遼
東
志
巻
二
は
こ
の
開
原
城
東
の
馬
市
を
女
直
馬
市
と
呼
ん
で
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
若
レ
そ
う
で
あ
る
な
ら
遼
東
馬
市
二
所
の
う
ち

広
寧
馬
市
は
冗
良
暗
に
、
関
原
馬
市
は
女
直
に
対
し

τ聞
か
れ

τい
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
遼
東
志
巻
ニ
が
記
す
様
に
女
直
馬
市
遥
遠

馬
市
の
区
別
若
く
は
名
称
が
永
楽
初
設
当
初
か
ら
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
元
来
遼
東
互
市
開
設
に
積
極
的
に
動
い
た
の
は
冗
良
晴
で
あ
る
事

誌
の

は
開
設
の
事
情
を
見
る
と
明
か
で
あ
る
。
叉
産
馬
は
女
直
に
は
非
常
に
少
な
く
、
一
部
を
除
い

τ女
直
の
馬
の
多
く
は
冗
良
暗
か
ら
輸
入
さ
れ

た
。
女
直
が
馬
市
交
易
に
重
大
な
役
割
を
有
つ
の
は
寧
ろ
冗
良
暗
の
馬
市
交
易
が
禁
止
さ
れ
た
以
後
で
ゐ
司
令
即
ち
交
易
不
能
と
な
っ
た
冗
良

喰
と
明
と
の
仲
介
と
し

τ冗
良
恰
の
馬
と
中
国
の
絹
布
塩
米
と
が
女
直
の
手
に
よ
っ

τ仲
継
交
換
さ
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

開
原
初
設
ニ
馬
市
、
う
ち
冗
良
恰
に
一
一
馬
市
、
女
直
に
一
馬
市
と
云
う
事
は
先
述
の
如
く
誤
り
で
あ
る
が
、
か
か
る
誤
解
が
お
き
た
こ
と
は
開

原
馬
市
に
冗
良
恰
も
女
直
も
易
馬
に
来
た
事
を
物
語
る
。
開
原
一
市
と
云
つ

τも
そ
れ
は
決
レ

τ女
直
専
用
馬
市
で
は
な
か
っ
た
の
で
ゐ
る
。

更
に
そ
の
呼
称
で
あ
る
が
、
開
原
初
設
馬
市
は
正
式
に
は
開
原
馬
市
と
呼
ば
れ
、
通
称
と
レ

τ達
達
馬
市
と
呼
ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

ぅ
。
何
故
か
と
云
え
ば
そ
の
後
約
六
十
年
経

τ天
順
八
年
に
開
設
さ
れ
た
建
州
女
直
に
対
す
る
撫
順
馬
市
一
を
も
遼
東
志
巻
二
は
前
掲
の
如
く
達



達
馬
市
と
称
レ

τい
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
の
達
達
は
広
く
北
方
塞
外
民
族
の
総
称
と
レ

τの
意
味
で
あ
っ

τ、
冗
良
恰
も
女
直
も
そ

の
中
に
含
め
ら
れ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
建
州
女
直
専
用
の
馬
市
す
ら
遥
達
馬
市
と
呼
ん
だ
よ
す
れ
ば
、
冗
良
恰
と
女
直
の
何
れ
に
も
開
放

さ
れ
た
開
原
馬
市
は
よ
り
適
切
な
意
味
で
達
達
馬
市
と
通
称
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
が
後
に
述
べ
る
様
に
陳
誠
を
誤
ら
せ
馬
市
三

所
説
を
作
り
上
げ
た
大
き
な
理
由
の
一
つ
で
あ
る
と
思
う
。
さ

τ正
統
年
聞
に
入
つ

τ北
西
瓦
刺
の
勃
興
著
レ
く
、
也
先
の
勢
力
は
縫
担
部
を

抑
え
、
冗
良
喰
に
伸
び
、
海
西
女
直
の
一
部
す
ら
そ
の
支
配
下
に
入
っ
た
。
特
に
冗
良
晴
は
瓦
刺
の
手
先
と
な
り
遼
東
辺
防
の
情
況
機
密
を
漏

洩
し
、
或
は
是
を
誘
導
し

τ辺
境
に
侵
趨
レ
た
。
か
く
レ

τ正
統
十
四
年
冗
良
晴
の
馬
市
交
易
は
全
面
的
に
禁
止
注
れ
た
。
殆
ん
ど
冗
良
恰
専

用
で
J

の
っ
た
広
寧
馬
市
は
閉
止
さ
れ
た
が
、
開
原
馬
市
は
猷
明
に
対
し

τ恭
順
を
誓
う
女
直
を
覇
燦
す
る
為
、
女
直
に
対
し

τだ
け
続
関
さ
れ

た
。
こ
の
時
開
原
馬
市
の
位
置
に
変
更
が
あ
っ
た
か
、
元
の
馬
市
屯
で
続
け
ら
れ
た
か
は
二
様
に
考
え
ら
れ
る
。
陳
錬
や
A
に
は
正
統
間
叉
は

正
統
十
四
年
城
東
馬
市
が
罷
め
ら
れ
た
意
味
を
述
べ

τい
る
が
、
若
レ
そ
れ
が
廃
止
の
事
実
を
正
レ
く
伝
へ

τい
る
と
す
れ
ば
、
正
統
十
四
年

三
衛
馬
市
禁
止
と
同
時
に
域
東
馬
市
屯
か
ら
開
原
南
関
に
改
設
さ
れ
た
と
云
う
事
に
な
る
。

一
方
遼
東
志
巻
二
に
従
え
ば
、
こ
の
時
に
は
移
さ

れ
ず
元
の
ま
ま
馬
市
屯
で
続
け
ら
れ
成
化
年
聞
に
南
闘
に
改
設
と
云
う
事
に
な
る
。
何
れ
を
採
る
べ
き
か
に
苦
レ
む
が
、
よ
り
根
本
的
な
史
料

で
あ
る
実
録
に
は
開
原
馬
市
改
設
を
伝
え
た
記
事
は
全
く
見
当
ら
ぬ
。
巻
二
史
料
だ
け
を
見
る
と
女
直
馬
市
の
南
関
改
設
と
、
達
達
馬
市
の
古

城
壁
添
設
と
が
何
れ
も
成
化
聞
と
あ
る
の
で
、
成
佑
十
四
年
同
時
に
馬
市
の
改
添
設
が
行
わ
れ
た
か
の
様
に
解
さ
れ
る
が
、
陳
誠
が
再
開
奏
請

を
し
た
時
に
は
南
関
局
市
は
既
に
在
っ
た
の
で
改
設
は
成
化
十
四
年
で
は
決
レ

τな
い
。
従
つ

τ巻
ニ
の
成
化
間
改
設
を
生
か
せ
ば
成
化
初
年

ま
で
湖
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
う
す
れ
ば
天
順
八
年
の
撫
順
馬
市
開
設
と
関
聯
さ
せ

τ改
設
の
契
機
が
考
え
ら
れ
得
る
わ
け
で
あ
る
。
併
し
そ
れ

に
し

τも
成
化
初
年
の
改
設
と
す
れ
ば
成
化
十
四
年
の
陳
銀
上
奏
が
僅
か
十
三
年
以
前
の
南
関
馬
市
改
設
を
誤
つ

τ初
設
以
来
と
し
た
事
が
不

可
解
で
あ
る
o

寧
ろ
正
統
十
四
年
三
衛
馬
市
禁
止
に
続
け

τ馬
市
改
設
が
行
わ
れ
た
と
考
え
る
万
が
改
設
の
契
機
と
し

τも
妥
当
で
あ
り
、
正

統
十
四
年
か
ら
成
化
十
四
年
ま
で
約
三
十
年
を
経
過
し

τい
る
為
に
陳
鍛
が
南
関
馬
市
を
初
設
以
来
と
誤
る
事
も
あ
り
得
る
様
に
思
わ
れ
る
。
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併
し
実
際
は
「
正
統
聞
因
漏
池
辺
事
。
巴
罷
其
一
一
。
」
と
陳
鍛
が
云
つ

τい
る
意
味
は
冗
良
晴
三
衛
に
対
す
る
罷
市
を
云
つ

τい
る
に
過
ぎ
な

く

τ、
城
東
の
馬
市
の
南
関
改
設
を
云
う
の
で
は
あ
る
ま
い
。
実
は
こ
の
南
関
市
に
つ
い

τは
更
に
複
雑
な
事
実
が
あ
る
様
で
あ
る
。
先
掲
の

実
録
寓
暦
四
年
の
関
原
三
関
三
市
の
記
事
に
よ
る
と
、
広
順
闘
を
通
過
す
る
暗
遠
の
馬
市
は
城
東
十
五
里
の
東
果
園
（
嘉
靖
時
添
設
）
に
、
鎮

北
関
経
由
の
葉
赫
の
馬
市
は
依
然
と
し

τ城
東
ニ
十
里
の
馬
市
盤
に
、
新
安
関
を
入
る
三
衛
の
馬
市
は
慶
雲
盤
に
在
る
の
で
あ
り
、
た
だ
彼
等

は
勝
手
に
関
原
城
南
門
外
の
城
壌
下
に
立
つ
南
関
市
に
出
入
し

τ自
由
に
交
易
を
行
つ

τい
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
夫
々
の
三
つ
の
馬
市
と

南
関
市
と
の
関
係
或
は
性
格
は
何
で
あ
る
か
と
云
う
事
で
あ
る
。
中
国
の
都
市
は
城
壁
を
巡
ら
し

τ
ぃ
τ域
外
と
の
交
通
は
城
門
に
限
ら
れ

位。の

る
。
城
門
は
一
一
種
の
税
関
の
役
割
を
有
つ
の
で
そ
こ
を
出
入
す
る
商
品
に
は
課
税
さ
れ
る
。
そ
こ
で
門
外
に
商
貨
が
棄
ま
り
市
場
が
形
成
き
れ

る
事
が
多
い
。
関
原
城
は
東
西
南
北
に
各
一
門
が
あ
り
、
そ
の
南
門
を
迎
恩
門
と
云
う
が
、
南
門
内
西
万
に
在
城
駅
が
あ
り
、
南
門
外
に
逓
運

註
dv

所
が
設
け
ら
れ

τい
る
し
、
更
に
南
門
外
に
は
大
清
河
を
渡
る
清
河
橋
、
大
平
橋
の
ニ
橋
が
あ
る
。
即
ち
南
門
は
鉄
嶺
遼
陽
方
面
と
の
交
通
幹

線
の
発
着
点
に
当
る
要
所
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
南
門
外
即
ち
南
関
地
区
に
関
市
が
栄
え
た
事
は
当
然
で
あ
っ
た
ろ
う
。
域
内
の
人
は
勿

論
、
城
外
諸
方
郊
野
の
人
々
も
百
貨
を
求
め

τ売
買
に
来
っ
た
所
で
あ
る
。
か
う
し
た
圏
内
市
場
へ
の
女
直
・
冗
良
晴
の
「
混
列
雑
処
、
安
慰

貿
易
・
一
と
は
所
調
私
市
の
性
格
を
有
つ
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
高
暦
四
年
の
場
合
は
こ
の
南
関
市
の
外
に
三
馬
市
が
存
在
し

τ
い

る
。
こ
の
三
馬
市
は
是
に
対
し

τ宮
市
場
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
う
す
れ
ば
そ
も
そ
も
成
化
前
に
南
聞
に
改
設
さ
れ
た
女
直
馬
市
が
何
時
ま

た
元
の
域
東
の
馬
市
壁
に
移
さ
れ
た
の
か
と
云
う
疑
問
が
生
じ
る
。
そ
れ
に
就
い

τ記
録
き
れ
た
も
の
は
見
当
ら
ぬ
。
と
す
る
と
、
元
々
域
東

馬
市
屯
の
馬
市
は
初
設
以
来
万
暦
ま
で
動
い

τい
な
い
の
で
は
な
い
か
と
す
ら
思
わ
れ

τ来
る
。
こ
の
間
題
を
解
く
に
は
宮
市
と
私
市
に
就
い

τ究
明
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
別
稿
に
譲
つ

τ、
一
応
の
結
論
を
援
用
し

τ述
べ

τお
く
。
明
の
馬
不
足
の
解
決
し
」
共
に
私
市
が
発
展
し

τ来

る
。
馬
市
屯
の
馬
市
で
宮
市
の
後
軍
民
と
の
私
市
が
行
わ
れ
た
が
、
馬
市
場
で
の
私
市
は
馬
市
官
の
監
替
が
厳
レ
く
、
商
品
の
種
類
も
制
限
が

多
か
っ
た
。
こ
う
し

τ高
暦
四
年
と
同
じ
様
な
状
態
が
早
く
か
ら
起
っ
た
。
冗
良
恰
女
直
は
色
々
な
方
法
で
明
の
制
約
を
く
ぐ
り
抜
け

τ豊
富



な
商
品
を
並
べ
た
南
関
市
に
出
掛
け
た
。
恐
ら
く
そ
れ
は
正
統
十
四
年
三
衛
馬
市
禁
止
以
前
か
ら
見
ら
れ
た
現
象
で
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
の
事

が
城
南
馬
市
を
初
設
と
考
え
ら
れ
る
一
原
因
を
な
レ

τい
る
と
も
云
え
る
。
三
衛
罷
市
以
後
は
女
直
の
み
南
関
市
に
出
入
し
た
。
女
直
が
温
順

で
あ
れ
ば
明
で
も
強
い

τそ
れ
を
禁
止
し

τ彼
等
の
反
感
を
買
う
程
の
事
は
な
く
、
や
が

τ同
時
と
な
レ
に
女
直
は
高
暦
の
例
と
同
じ
く
宮
市

場
た
る
馬
市
屯
を
通
過
レ

τ直
接
南
関
市
に
出
掛
け
る
様
に
な
っ
た
。

一
方
明
の
官
市
は
殆
ん
ど
行
わ
れ
ず
、
た
だ
朝
貢
馬
の
験
審
が
宮
の
主

な
仕
事
で
あ
る
状
態
で
あ
っ
た
。
か
く

τ私
市
即
馬
市
の
状
態
と
な
り
南
関
の
私
市
が
一
公
認
さ
れ
た
の
が
城
南
へ
の
改
設
、
心
レ

τ伝
え
ら
れ
る

事
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
公
認
の
時
期
は
は
っ
、
き
り
し
な
い
が
正
統
十
四
年
以
後
、
成
化
初
年
ま
で
の
う
ち
で
あ
る
と
云
え
よ

4
4
4
叫
d

う
q
1非
常
に
迂
余
曲
折
し
た
が
城
東
初
設
の
馬
市
が
達
達
馬
市
と
呼
ば
れ

τい
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
私
市
の
発
展
し
」
共
に
冗
良
晴
や
女
直

が
南
関
市
に
早
く
か
ら
出
入
し
、
や
が

τ正
統
十
四
年
冗
良
喰
の
馬
市
交
易
が
禁
止
さ
れ
た
後
の
或
る
時
期
に
南
関
私
市
が
公
認
さ
れ
、

一
方

城
東
の
馬
市
は
有
名
無
実
化
し

τ恰
か
も
廃
止
さ
れ
た
形
と
な
っ
た
こ
と
、
南
関
馬
市
は
女
直
専
用
と
な
り
狭
義
の
厳
密
な
意
味
で
は
、
達
達

馬
市
で
な
く
女
直
馬
市
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
な
っ

τい
た
こ
と
、
こ
う
し
た
諸
事
情
が
冗
良
恰
と
女
直
を
明
確
に
区
別
レ

τ分
離
政
策
を
主
張

す
る
陳
銭
を
し

τ城
東
の
達
達
馬
市
は
元
来
冗
良
晴
専
用
の
馬
市
で
あ
り
、
南
関
の
女
直
馬
市
は
初
設
以
来
の
も
の
で
あ
り
、
全
く
別
個
の
も

の
で
二
つ
の
馬
市
は
並
設
さ
れ

τい
た
と
考
え
さ
せ
た
も
の
の
様
で
あ
る
。
開
原
ニ
馬
市
説
の
発
生
し
た
事
情
は
大
体
右
の
様
に
考
え
ら
れ

”。。遼
東
初
設
三
馬
市
、
そ
の
一
が
女
直
に
、
他
の
ニ
が
冗
良
暗
に
聞
か
れ
た
と
云
う
三
所
説
に
基
づ
い

τ稲
葉
博
士
は
靖
難
の
役
に
於
け
る
冗

良
喰
の
援
助
功
労
に
応
う
る
成
祖
の
報
償
的
意
味
を
考
え
ら
れ
、
叉
女
直
と
冗
良
恰
の
混
聞
を
避
け
相
互
に
牽
制
せ
し
め
ん
と
す
る
明
の
分
離

主
U

政
策
を
説
か
れ
た
。
私
も
亦
嘗

τ三
所
説
に
よ
り
、
是
は
外
夷
覇
康
の
外
交
政
策
的
意
味
よ
り
も
経
済
的
意
味
よ
り
も
経
済
的
意
味
が
強
い
と

し

τ、
結
局
冗
良
喰
か
ら
の
馬
の
収
買
量
が
女
直
か
ら
よ
り
も
著
し
く
多
い
為
に
冗
良
暗
に
ニ
所
、
女
直
に
一
所
が
設
置
さ
れ
た
と
し
た
ι
ぷ山

れ
も
基
礎
に
し
た
三
所
説
が
誤
つ

τい
た
の
で
あ
り
、
従
つ

τそ
れ
は
修
正
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
遼
東
初
設
の
馬
市
は
広
寧
開
原
共

遼

東

馬

市

管

見

;L 
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に
一
所
で
あ
り
、
何
れ
も
冗
良
晴
叉
は
女
直
に
対
す
る
専
用
馬
市
で
は
な
か
っ
た
。
但
し
広
寧
は
当
時
の
満
洲
の
民
族
配
置
状
態
か
ら
殆
ん
ど

四
0 

冗
良
暗
専
用
と
な
り
、
開
原
は
冗
良
晴
・
女
直
が
分
離
さ
れ
ず
に
同
一
馬
市
を
利
用
し
た
。
明
初
の
外
夷
に
対
す
る
分
離
寵
康
政
策
は
行
わ
れ

な
か
っ
た
と
は
決
し

τ云
わ
な
い
が
、
こ
う
し

τ馬
市
の
施
設
に
ま
で
貫
徹
す
る
程
強
力
に
は
遂
行
さ
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
馬
市
利
用
の
実
際

面
か
ら
云
え
ば
元
良
恰
は
広
寧
と
開
原
の
両
方
に
出
入
レ
、
女
直
は
専
ら
開
原
の
み
を
利
用
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、

元
良
恰
が
優
遇
会
れ
た
様

に
見
ら
れ
、
そ
こ
に
政
策
的
報
償
的
意
味
を
認
め
る
事
も
必
ず
し
も
不
可
能
で
は
な
い
が
、
是
は
元
良
晴
と
女
直
と
の
産
業
形
態
の
差
異
、
即

ち
産
馬
の
多
少
に
よ
る
経
済
的
現
象
と
見
る
方
が
正
レ
い
様
で
あ
る
。
即
ち
主
と
し

τ馬
を
多
産
す
る
元
良
暗
の
明
の
絹
布
塩
米
に
対
す
る
需

と
に
基
因
す
る
の
で
あ
る
。

要
と
、
馬
不
足
に
悩
む
明
の
馬
に
対
す
る
需
要
と
が
一
致
し

τ馬
市
が
開
設
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
女
直
は
初
期
に
は
脇
役
と
し

τ参
加
し
た
こ

註
1

拙
稿
「
遜
一
束
馬
市
起
源
」
東
洋
史
学
第
九
穏

註
2

稲
葉
博
士
「
満
洲
発
達
史
一
一
九
三
頁
馬
市
の
位
置
参
照

註
3

同
右
一
九
四
頁

註
4

遼
東
士
山
巻
二
、
建
置
志
関
梁
の
条
参
照
、
現
在
の
地
図
で
見
る
と
東

北
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。

註
6

註
ー
に
同
じ

註
7

拙
稿
「
明
代
女
直
の
馬
」
史
淵
第
六
十
三
輯

註
8

松
本
洪
「
支
那
上
代
の
市
場
」
八
税
関
の
条
参
考

註
9

遜
両
県
志
巻
二
、
建
賢
志
駅
逓
、
関
梁
の
条
参
照
、
関
原
城
の
建
造
、

規
模
等
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
安
楽
自
在
二
州
に
就
て
」
史
淵
第
間
十
八

輯
に
ふ
れ
て
お
い
た
。

註
加
万
歴
四
年
に
城
東
一
馬
市
屯
の
馬
市
、
か
存
在
し
た
事
は
南
関
馬
市
の
性

栴
を
考
え
る
上
に
重
要
な
手
掛
り
と
な
る
。
実
録
に
城
東
馬
市
改
設
の

記
録
が
な
い
事
と
相
倹
っ
て
宮
市
の
馬
市
盤
を
動
か
ず
私
市
が
分
離
し

て
南
関
に
移
り
、
私
市
が
専
ら
繁
栄
し
た
の
で
馬
市
却
私
市
と
考
え
ら

れ
た
が
嘉
靖
年
聞
か
ら
女
直
の
侵
辺
K
対
応
し
て
南
関
私
市
が
再
び
禁

ぜ
ら
れ
て
開
店
休
業
状
態
に
あ
っ
て
馬
市
盤
の
馬
市
で
官
市
私
市
共
に

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。
「
馬
市
民
於
け
る
私

市
」
と
し
て
別
に
詳
考
の
予
定
で
あ
る
。

設
立
稲
葉
博
士
、
前
掲
箸
議
一
九
一

l
一
九
二
頁

註

辺

註

1
K同
じ

附
記
本
論
稿
作
成
中
、
北
海
道
大
学
の
佐
久
間
重
男
氏
か
ら
同
氏
も
濯

東
馬
市
は
二
所
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
と
の
書
信
を
頃
い
て
、

色
々
と
御
指
教
を
受
け
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。



三

、

遼

東

馬

市

の

馬

車

冗
良
晴
三
衛
の
要
請
と
明
圏
内
の
馬
不
足
か
ら
来
る
外
国
馬
収
買
の
必
要
と
か
ら
遼
東
辺
境
で
も
互
市
が
行
は
れ
る
こ
ょ
に
な
っ

τ永
楽
三

年三月に馬の値段が定められた。（以下三年馬直と称す。）次年の永楽四年三月馬市開設の詔によればこの馬直を善価と称

i絹｜布

上上馬｜ 12 

上馬｜ 6 

5 

下馬｜ 4 

駒 l 3 

し

τい
る
。
果
レ

τ善
価
で
あ
っ
た
か
否
か
と
、
更
に
馬
直
の
そ
の
後
の
変
動
に
つ
い

τ考
え

τ見
た
い
。

明
実
録
洪
武
二
十
六
年
二
月
（
壬
辰
）
の
条
に
朝
鮮
の
遼
東
へ
の
遣
使
送
馬
九
入
入

O
匹
に
対
レ

τ貯
締

綿
布
一
万
九
千
七
百
六
十
匹
を
酬
い
た
と
ゐ
る
。
是
は
洪
武
二
十
四
年
朝
鮮
に
一
万
匹
の
市
馬
の
要
求
が

あ
っ

τ順
次
送
馬
レ
た
結
果
で
あ
る
。
同
じ
こ
と
が
李
朝
実
録
太
祖
ニ
年
六
月
（
庚
辰
）
に
明
の
礼
部
容

文
と
し

τ見
え
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
実
収
過
馬
九
八
八

O
匹
に
対
し

τ該
給
馬
価
段
匹
綿
布
を
指
揮
周
知
王

蕪
を
レ

τ管
運
せ
し
め
た
も
の
が
各
色
持
続
綿
布
一
万
九
千
七
百
六
十
匹
、
そ
の
内
訳
綜
締
九
千
八
百
人

十
匹
、
綿
布
九
千
人
百
入
十
匹
、
即
ち
貯
締
と
綿
布
各
一
匹
が
一
馬
の
代
価
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
次
に
建
文
三
年
九
月
（
李
朝
太
宗

一羽年九月）明は堪戦の馬一万匹を易換する為に太僕寺少卿祝孟献等を朝鮮に遣はした。靖難の役輿り軍馬補充の為と思は

品 名 I等級 I五表丈側布

l上等 I5 匹
大馬中等 450II 

i下等 400 II 

｜上等 300 II 

中馬 中等 250 

下等 200 

上 ロロロ 9011 

段子 中品 80 II 

下品 70 II 

官絹｜ 3011 

中絹｜ 2511 

綿布｜ 20 II 

遼
東
馬
市
管
見

れ
る
。
こ
の
時
の
馬
価
や
絹
価
等
が
李
朝
太
宗
実
録
元
年
十
月
（
戊
午
）
の
条

に
五
丈
布
で
一
示
さ
れ

τい
る
が
、

一
つ
の
基
準
に
な
る
と
思
う
の
で
次
に
記
し

τお
く
。

こ
れ
に
よ
る
と
官
絹
と
綿
布
の
比
価
は
三
対
ニ
で
あ
る
。
右
の
馬
直
を
官
絹

及
び
綿
布
で
表
示
す
れ
ば
（
伊
悲
）
次
表
の
如
く
な
る
。
こ
の
時
明
か
ら
朝

鮮
へ
の
実
際
の
給
価
は
上
等
馬
は
絹
十
匹
叉
は
段
子
四
匹
、
中
等
馬
は
絹
八
匹

四



遼東馬市管見

絹 ｜綿布

大 上 17 25 

中 15 23 
馬 下 13 20 

中
｜！ 上中 ｜ ｜ 

15 

13 , 
馬 i下｜ 7 

四

叉
は
綿
布
十
二
匹
で
あ
っ
た
と
云
う
か
ら
、
正
に
中
馬
の
上
等
と
中
等
に
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
朝
鮮
の

堪
戦
の
馬
が
犬
休
中
型
馬
で
あ
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
よ
う
。
こ
の
給
価
は
朝
鮮
馬
収
買
に
於
い
て
前
後
に
比

を
見
な
い
程
高
価
で
あ
る
が
、
是
は
全
く
戦
時
の
急
需
に
応
ず
る
為
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
馬

直
の
外
に
諸
種
の
薬
材
等
が
加
給
さ
れ

τい
る
事
か
ら
も
朝
鮮
の
気
嫌
を
と
っ

τ買
付
け
ら
れ
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
次
い
で
永
楽
に
な
っ

τ実
録
五
年
十
二
月
（
甲
南
）
の
条
に
よ
れ
ば
朝
鮮
か
ら
亡
一
千
匹
の
貢
馬

が
遼
東
に
着
い
た
の
で
絹
布
一
万
五
千
匹
を
之
に
酬
い
た
と
あ
る
。
同
じ
こ
と
を
李
朝
太
宗
実
録
に
つ
い
て

見
れ
ば
、
太
宗
七
年
九
月
（
永
楽
五
年
九
月
）
（
庚
申
）
に
明
の
兵
部
の
容
文
に
よ
っ

τ馬
三
千
匹
の
易
換

が
要
求
さ
れ

τ居
り
、
朝
鮮
側
は
十
月
馬
三
百
匹
を
初
運
し

τ以
来
、
翌
八
年
三
用
ま
で
に
三
千
匹
を
九
運
レ

τ遼
東
に
送
つ

τい
る
。
そ
レ

τ四
月
に
は
明
の
使
臣
内
史
黄
健
等
が
来
つ

τ太
宗
に
特
賜
が
行
は
れ

τい
る
が
そ
の
馬
直
に
つ
い

τは
何
の
記
載
も
見
え
な
い
。
そ
こ
で
明

実
録
の
記
載
に
従
う
と
一
馬
直
が
絹
布
五
匹
と
な
る
。
こ
の
場
合
絹
と
綿
布
が
夫
々
何
匹
づ
ず
か
不
明
で

註
－

あ
る
が
、
馬
直
が
布
絹
を
合
せ

τ支
払
は
れ
る
際
は
絹
が
少
い
の
が
通
例
で
あ
る
の
で
網
匹
綿
布
三
匹
の

割
合
で
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。
但
し
次
例
の
如
く
絹
三
匹
布
ニ
匹
の
場
合
も
あ
る
が
、

次
例
が
戦
勝
に

よ
る
嘉
賞
の
意
を
も
つ
こ
と
を
考
え
る
と
先
の
割
合
の
如
く
考
え
る
の
が
、
妥
当
で
あ
ろ
う
。
永
楽
七
年

（
李
朝
太
宗
九
年
）
十
月
朝
鮮
は
ま
た
馬
の
易
換
を
求
め
ら
れ
た
。
永
楽
帝
の
第
一
回
漠
北
親
征
即
ち
本

雅
失
里
、
阿
魯
台
紙
討
の
準
備
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
朝
鮮
は
十
一
月
初
運
以
来
十
九
運
レ

τ期
限
の
翌
年

ニ
月
ま
で
に
一
万
匹
を
運
送
し
た
。
是
に
対
レ

τ遠
征
終
了
後
（
永
楽
八
年
十
月
）
馬
直
が
支
払
は
れ
た

が
、
乙
の
時
は
一
一
馬
直
絹
三
匹
布
二
匹
で
あ
っ
た
。
以
上
の
朝
鮮
馬
収
買
の
馬
直
を
一
括
表
示
す
る
と
上

の
様
に
な
る
。



（
寧
夏
馬
直
）

｜絹｜布
上馬 i 4 i 6 

中馬 Is ! s 

下馬 I2 I 4 
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成
祖
の
即
位
直
後
（
実
録
洪
武
三
十
五
年
九
月
壬
辰
）
回
回
の
可
古
思
な
る
者
が
寧
夏
で
売
馬
し
た
い
と
南

レ
入
れ

τ来
に
の
で
険
西
行
都
司
は
之
を
官
買
し

τ辺
防
用
に
充

τた
い
と
上
奏
し
た
。
成
祖
は
そ
の
上
奏
に

従
つ

τ官
買
さ
せ
た
が
そ
の
時
の
馬
直
は
上
の
如
く
で
ゐ
っ
た
。

次
に
実
録
永
楽
二
年
三
月
（
丙
寅
）
に
よ
れ
ば
安
定
衛
の
指
揮
条
児
只
速
等
の
申
し
入
れ
に
よ
り
河
州
指
揮

食
事
康
寿
等
が
遥
々
と
安
定
衛
に
出
向
い

τ馬
五
百
匹
を
買
入
れ
た
。
こ
の
時
の
馬
直
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

更
に
実
録
に
は
明
証
は
な
い
が
正
徳
（
並
に
高
暦
）
会
典
に
よ
れ
ば
永
楽
九
年
開
平
馬
市
が
設
け
ら
れ
た
様

で
あ
る
c

永
楽
八
年
の
成
祖
親
征
に
よ
っ

τ阿
魯
台
勢
力
は
屈
服
し
そ
の
後
直
ち
に
遣
使
朝
貢
し

τ居
り
、

方
明
で
は
開
平
衛
城
を
新
築
し

τ開
平
を
蒙
古
地
方
制
圧
覇
醸
の
前
進
基
地
と
し

τ強
佑
し
よ
う
と
し
た
の
で

あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
馬
市
が
設
立
さ
れ
る
理
由
は
確
か
に
根
拠
が
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
が
詳
細
は
不
明
で
あ

る
o

こ
の
開
平
馬
市
の
馬
直
が
会
典
に
見
え
る
。

（
上
左
表
）
但
レ
こ
の
馬
直
は
上
上
馬
と
駒
の
み
で
他
の
馬

直
が
な
い
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
上
上
馬
に
二
種
の
給
価
が
あ
る
が
、
絹
を
布
に
換
算
す
る
と
略
間
価
で
あ
る
か

ら
、
上
上
馬
一
等
云
々
と
あ
る
の
は
馬
の
等
級
差
で
は
な
く
、
支
払
方
法
に
二
種
あ
っ
た
こ
と
を
云
う
の
で
あ
る
。
即

ち
朝
鮮
馬
直
の
絹
八
匹
又
は
布
十
二
匹
の
叉
は
に
相
等
す
る
一
等
で
あ
る
。

占。
τ馬
直
は
馬
の
等
第
に
よ
っ

τ高
下
が
あ
る
が
、
馬
の
等
第
に
最
も
詳
し
い
の
は
建
文
三
年
の
朝
鮮
易
換
馬
の
そ

れ
で
あ
る
。
即
ち
大
馬
、
中
馬
に
大
別
し
、
そ
の
各
を
更
に
上
中
下
三
等
計
六
等
級
に
分
け

τい
る
。
こ
の
等
第
に
は

主
と
し

τ馬
の
体
高
に
よ
る
標
準
が
定
め
ら
れ

τい
た
と
思
は
れ
る
が
不
明
で
あ
る
。
た
だ
建
文
三
年
の
際
に
は
朝
鮮

側
で
獣
医
を
し

τ選
馬
せ
し
め
、
「
四
尺
以
上
為
中
馬
。
三
尺
以
下
不
納
。
」
と
し
た
と
あ
る
。
そ
し

τ明
か
ら
換
給
さ

四
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れ
た
馬
直
に
よ
る
と
前
言
し
た
如
く
中
馬
の
上
等
中
等
に
評
価
さ
れ

τい
る
。
林
田
重
幸
民
の
教
示
に
よ
れ
ば
石
器
時
代
、
日
本
の
馬
に
四
尺

未
満
の
島
型
〈
小
型
）
馬
と
四
尺
三
・
四
寸
の
内
地
型
（
中
型
）
馬
と
が
あ
り
、
前
者
は
朝
鮮
済
州
島
馬
と
同
型
で
後
者
は
蒙
古
馬
と
同
型
で

能
2

あ
る
が
、
朝
鮮
か
ら
は
ま
た
中
型
馬
の
骨
も
発
見
さ
れ

τい
る
と
云
う
。
乙
の
二
型
の
う
ち
小
型
の
方
が
高
句
麗
の
果
下
馬
に
相
当
す
る
媛
小

馬
で
あ
る
と
思
は
れ
る
が
、
堪
戦
の
馬
で
な
い
為
に
「
三
尺
以
下
不
納
」
と
し

τ予
め
選
か
ら
洩
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
三
尺
以

下
は
三
尺
九
寸
以
下
即
ち
四
尺
未
満
の
意
で
あ
る
。
と
す
る
と
四
尺
未
満
の
馬
は
大
馬
、
中
馬
に
対
し

τ小
馬
、
上
馬
、
中
馬
に
対
し

τ下
馬

と
等
第
さ
れ
る
筈
で
あ
り
、
恐
ら
く
そ
れ
が
更
に
上
中
下
三
等
に
分
け
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。
官
品
の
九
品
等
、
一
戸
等
の
九
等
第
、
田
品
の
九

等
綾
の
区
分
法
と
同
じ
く
、
馬
に
も
九
等
第
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
さ

τ朝
鮮
馬
が
中
上
馬
、
中
中
馬
と
評
価
さ
れ
た
の
は
そ
れ
が
蒙
古
系

の
中
型
馬
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
乙
の
中
馬
に
対
し

τ大
馬
と
等
第
さ
れ
る
の
は
恐
ら
く
五
尺
に
近
い
体
高
を
も
っ
蒙
古
馬
中
の
高
大

な
も
の
や
ア
ラ
ビ
ア
系
馬
を
云
う
の
で
あ
ろ
う
。
朝
鮮
に
於
け
る
大
馬
中
馬
各
三
等
の
等
第
と
異
な
る
の
は
遼
東
互
市
そ
の
他
に
於
け
る
上
上

馬
、
上
馬
、
中
馬
、
下
馬
の
区
分
で
あ
る
。
春
は
上
上
馬
が
朝
鮮
の
大
上
馬
叉
は
大
馬
に
相
当
し
、
以
下
の
上
馬
、
中
馬
、
下
馬
は
朝
鮮
の
中

馬
の
上
中
下
三
等
、
即
ち
蒙
古
系
の
中
型
馬
の
上
中
下
三
等
の
分
け
方
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。
司
馬
江
漢
著
「
支
那
の
馬
」
は
馬
の
丈
を
計
る

法
と
し

τ、

馬
の
た
け
は
四
尺
を
定
尺
と
す
。
四
尺
に
一
寸
あ
ま
る
を
一
寸
と
云
う
。
ニ
寸
あ
ま
れ
ば
ニ
寸
と
云
う
。
以
下
是
に
推
し
知
る
べ
し
。
四
寸

よ
り
七
寸
迄
は
寸
の
字
を
す
ん
と
い
は
ず
、
よ
き
（
四
寸
）
い
っ
き
（
五
寸
）
む
き
（
六
寸
）
な
な
き
（
七
寸
）
と
い
う
也
。
寸
の
字
を
き

と
も
よ
む
也
。
扱
八
寸
九
寸
を
ば
八
す
ん
九
す
ん
と
云
也
。
九
寸
に
あ
ま
る
を
ぱ
長
（
た
け
）
に
剰
る
と
云
也
。
三
尺
九
寸
あ
る
巻
ば
、
か

へ
り
一
寸
と
云
也
：
：
：
：
・

と
あ
る
貞
文
雑
記
と
云
う
書
を
引
き
、
乙
れ
は
支
那
の
書
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
云
つ

τい
る
。
彼
此
考
え
合
せ
る
と
中
国
で
は
四
尺
を

一
つ
の
標
準
と
し

τ是
を
中
馬
の
下
限
と
し
、
更
に
体
高
、
強
弱
、
年
齢
、
毛
色
等
を
勘
案
し

τ九
等
級
を
定
め
た
の
で
あ
ら
う
。
今
の
私
に



は
明
確
な
等
第
の
基
準
を
知
り
得
な
い
が
、
そ
の
う
ち
の
中
馬
三
等
が
主
と
し

τ四
尺
三
・
四
寸
の
蒙
古
系
馬
を
対
象
に
レ
た
評
価
区
分
で
あ

っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
は
れ
る
。

さ

τ先
述
各
地
の
馬
直
は
遼
東
互
市
↓
馬
市
開
設
前
後
に
同
じ
く
絹
布
で
表
価
さ
れ
た
ら
の
を
眼
に
つ
く
限
り
拾
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
是

等
と
比
較
し

τ遼
東
の
馬
直
が
善
価
で
ゐ
っ
た
か
を
確
め

τみ
た
い
。
但
レ
絹
と
綿
布
の
比
価
は
李
朝
実
録
に
よ
り
三
対
二
と
レ

τ計
算
す

る
。
建
文
三
年
の
朝
鮮
馬
直
が
上
等
馬
絹
十
匹
、
中
等
馬
絹
八
匹
（
又
は
綿
布
十
ニ
匹
）
と
あ
る
の
は
梢
例
外
的
な
馬
直
で
ゐ
る
こ
と
は
先
に

云
っ
た
が
、
是
を
遼
東
馬
直
の
夫
々
等
級
と
考
え
ら
れ
る
上
馬
絹
四
匹
布
六
匹
、
中
馬
絹
三
匹
布
五
匹
に
比
べ
る
為
絹
に
換
算
す
る
と
上
馬
絹

入
匹
、
中
馬
絹
六
匹
三
分
一
と
な
り
、
明
か
に
建
文
明
鮮
馬
直
は
略
絹
ニ
匹
程
高
い
。
併
レ
是
を
除
い
た
洪
武
二
十
六
年
、
永
楽
五
年
、
同
八

年
の
馬

E
は
何
れ
も
遼
東
の
そ
れ
よ
り
低
い
。
永
楽
五
年
の
は
遼
東
の
中
馬
よ
り
綿
布
三
匹
半
、
下
馬
よ
り
綿
布
一
匹
低
く
、
八
年
の
は
中
馬

よ
り
綿
布
三
匹
、
下
馬
よ
り
綿
布
半
匹
低
い
。
建
文
の
朝
鮮
易
換
馬
が
中
馬
の
上
中
に
等
策
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
永
楽
の
時
も
平
均
中

中
馬
は
あ
っ
た
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
う
が
、
若
し
そ
う
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
遼
東
の
馬
直
の
方
が
絹
に
し

τ二
匹
、
綿
布
に
レ

τ三
匹
程
度

高
か
っ
た
と
云
う
こ
と
と
な
る
。
朝
鮮
の
馬
直
よ
り
遼
東
の
馬
直
が
確
か
に
善
価
で
ゐ
っ
た
よ
云
え
よ
う
。

次
に
寧
夏
馬
直
は
遼
東
の
上
馬
以
下
と
全
く
同
じ
で
あ
る
c

遼
東
互
市
の
馬
直
決
定
に
は
こ
の
寧
夏
の
例
が
参
照
さ
れ
延
用
さ
れ
た
と
見
ら

れ
る
。
た
だ
寧
夏
に
は
な
い
上
上
馬
の
価
が
遼
東
に
は
添
加
さ
れ

τい
る
。
こ
の
こ
と
は
寧
夏
の
場
合
は
上
上
馬
は
上
馬
に
包
含
さ
れ

τ支
払

は
れ
た
と
組
像
さ
れ
る
の
に
、
遼
東
で
は
上
上
馬
は
上
上
馬
主
レ

τ験
馬
等
第
注
れ
、
上
馬
の
二
倍
の
給
価
が
獲
ら
れ
た
こ
と
そ
意
味
す
る
。

従
つ

τ両
者
の
比
較
に
於
い

τこ
の
場
合
も
遼
東
の
馬
直
は
冗
良
晴
や
女
直
に
有
利
に
設
定
さ
れ

τい
る
と
云
え
る
。
次
の
安
定
馬
直
と
の
比

較
で
も
一
見
明
か
に
遼
東
が
二
倍
以
上
善
価
で
あ
る
こ
と
が
解
る
。
但
レ
是
は
河
州
衛
指
揮
の
康
寿
が
買
馬
絹
布
を
運
搬
し

τ蛾
埠
南
方
の
安

定
衛
ま
で
出
向
い

τ収
買
し
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
運
搬
費
労
費
が
計
上
レ

τ差
引
か
れ

τい
る
と
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
ろ
う
。
併

レ
馬
直
だ
け
を
採
り
上
げ

τ明
側
で
誇
示
宣
伝
す
れ
ば
遼
東
の
馬
直
は
安
定
に
比
レ

τ著
し
く
善
価
で
あ
る
と
云
い
得
る
の
で
あ
る
。
開
平
馬

遼
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六

直
は
上
上
馬
と
駒
の
み
で
あ
る
が
、
上
上
馬
の
比
較
で
は
や
は
り
遼
東
が
絹
三
匹
布
二
匹
だ
け
高
い
。
た
だ
駒
は
若
干
開
平
の
方
が
有
利
に
な

つ

τい
る
。
以
上
に
よ
っ

τ朝
鮮
の
建
文
三
年
の
馬
直
、
開
平
の
駒
の
価
を
除
い

τ遼
東
互
市
の
馬
直
が
他
処
の
馬
直
よ
り
善
価
で
あ
っ
た
こ

と
が
解
る
。
「
善
価
易
之
。
至
是
来
者
衆
。
」
と
明
実
録
に
記
し

τい
る
の
は
決
レ

τ誇
張
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

以
上
の
様
に
遼
東
の
馬
直
は
実
際
に
他
方
の
馬
直
よ
り
善
価
で
あ
っ
た
が
、
更
に
善
価
を
し

τよ
り
善
価
た
ら
し
め
る
今
一
つ
の
条
件
が
考

え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
験
馬
に
際
レ

τの
明
側
の
態
度
乃
至
政
策
で
あ
る
。
験
馬
と
は
馬
の
高
下
そ
等
第
し
、
馬
の
肥
壮
を
検
査
す
る
こ
と
で
あ

る
が
、

一
般
に
馬
の
検
査
の
時
、
そ
の
体
高
、
毛
色
、
年
齢
、
肥
捜
、
不
具
等
が
調
査
怠
れ
る
こ
と
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
。
建
文
三
年
朝
鮮

の
選
馬
の
際
も
獣
医
が
毛
色
を
調
べ
馬
高
を
測
定
し

τ四
尺
以
上
を
中
馬
と
し
た
と
あ
る
。
遼
東
馬
市
に
於
け
る
験
馬
も
右
の
様
な
検
査
が
行

は
れ

τ
一
定
の
規
準
に
従
つ

τ馬
の
等
級
が
決
定
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。
故
に
馬
市
官
に
任
命
さ
れ
る
者
は
馬
に
つ
い

τの
知
識
を
必
要
と
す

る
わ
け
で
あ
る
が
、
明
実
録
に
見
え
る
最
初
の
馬
市
官
答
納
失
里
や
或
は
王
唆
納
、
遼
東
志
巻
五
宣
飾
志
（
馬
市
宮
）
の
条
に
見
え
る
北
寄
帖

木
、
劉
千
家
奴
、
田
猛
克
禿
等
は
そ
の
姓
名
か
ら
見

τ明
か
に
北
方
系
の
人
物
で
あ
り
、
収
買
事
務
に
当
つ

τ一
一
一
口
語
、
人
情
風
俗
の
理
解
疏
通

と
共
に
そ
の
馬
に
つ
い

τの
博
い
知
識
を
考
慮
し

τ選
ば
れ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
験
馬
の
際
、
最
後
の
決
定
は
馬
市
官
が
し
た
の
で
あ
ろ
う

が
、
売
馬
者
側
も
立
ち
合
つ

τ申
し
入
れ
を
行
い
、
等
第
の
高
下
を
争
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
験
馬
に
対
す
る
明
側
の
態
度
に
は
経
済
的

要
請
や
、
軍
事
的
、
対
外
政
策
的
考
慮
が
は
い
り
得
る
。
永
楽
初
期
の
明
圏
内
に
於
け
る
極
度
の
馬
不
足
ゃ
、
北
元
勢
力
か
ら
冗
良
晴
・
女
直

を
分
離
し

τ従
属
佑
せ
し
め
よ
う
と
す
る
対
北
方
政
策
や
軍
事
的
考
慮
等
か
ら
遼
東
馬
市
の
験
査
が
比
較
的
ゆ
る
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
ら

事
は
善
価
も

τ買
っ
た
と
云
う
言
葉
そ
の
も
の
が
暗
々
裡
に
示
レ

τい
る
様
に
思
は
れ
る
。
明
末
の
例
で
あ
る
が
高
暦
武
功
録
王
呆
侍
に

撫
順
営
開
市
：
・
：
・
然
後
験
馬
。
馬
則
見
鼠
弱
腐
敗
。
使
者
匡
不
肯
告
。
於
是
視
善
馬
買
。
得
屡
飽
其
欲
。

と
あ
る
。
明
の
方
で
は
蹴
弱
不
具
の
馬
を
善
馬
と
レ

τ買
入
れ
る
こ
と
が
慣
習
的
に
黙
認
さ
れ

τい
た
様
で
あ
る
。
明
末
程
甚
し
く
は
な
か
っ

た
と
し

τも
、
下
馬
を
中
馬
に
、
中
馬
を
上
馬
に
と
云
う
様
な
寛
容
な
認
定
は
互
市
設
置
の
初
期
か
ら
行
は
れ

τ克
良
晴
等
の
売
馬
意
欲
を
一



註
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層
刺
戟
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
善
価
の
意
味
に
は
こ
の
様
な
験
馬
の
緩
か
さ
も
含
め
ら
れ

τい
た
様
に
思
は
れ
る
。

永
楽
三
年
設
定
の
馬
直
は
実
録
永
楽
四
年
十
二
月
（
甲
寅
）
に
よ
れ
ば
改
訂
さ
れ

τ絹
布
の
外
に
穀
物
を
加
え

τ支
払
は
れ
る
こ
と
に
な
っ

’M

。
」
4

正
良
晴
等
届
告
飢
。
願
以
馬
易
米
。
命
所
司
議
其
直
。
遂
定
上
馬
毎
匹
米
十
五
石
絹
三
匹
。
次
上
馬
米
十
ニ
石
絹
ニ
匹
。
中
馬
米
十
石
絹
二

匹
。
下
馬
米
八
石
絹
一
匹
。
駒
米
五
石
布
一
疋
。

こ
れ
で
は
改
訂
の
理
由
も
明
か
で
あ
る
の
に
、
両
会
典
、
遼
東
志
、
全
遼
志
、
王
折
続
適
考
、
更
に
明
史
食
貨
志
等
も
こ
の
改
訂
に
つ
い

τは

少
し
も
触
れ
ず
、
た
だ
王
世
貞
の
会
州
史
料
前
集
市
馬
考
に
掲
げ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
葉
向
高
の
梁
顔
三
衛
考
に
も
簡
単
に
記
レ

τい
る
が

馬
直
そ
の
も
の
の
前
後
の
つ
な
が
り
は
判
然
し
な
い
。
是
が
諸
書
に
記
載
き
れ
な
か
っ
た
の
は
飢
鍾
に
際
レ

τの
一
時
的
な
給
価
と
解
レ
た
為

で
は
な
い
か
と
思
う
。
併
し
こ
の
改
訂
を
省
略
し
た
か
ら
次
の
永
楽
十
五
年
の
重
定
馬
直
が
永
楽
三
年
馬
直
の
改
訂
で
ゐ
る
か
の
様
な
誤
解
が

鶴
4

生
じ
る
。
稲
葉
博
士
も
全
遼
志
に
よ
ら
れ
た
の
で
永
楽
四
年
改
訂
馬
直
を
脱
し

τし
ま
は
れ
た
。
併
レ
永
楽
十
五
年
馬
直
重
定
に
至
る
経
緯
を

見
る
と
永
楽
四
年
馬
直
は
以
後
十
五
年
ま
で
行
は
れ

τい
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
明
の
辺
備
を
空
虚
に
す
る
憂
が
ゐ
っ
た
の
で
重
定
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
葉
向
高
も
前
掲
書
に
す
で
に
簡
単
に
述
べ

τい
る
所
で
あ
っ
た
。
さ

τ永
楽
四
年
馬
直
に
は
三
年
馬
直
の
上
上
馬
が
な

く
、
代
り
に
上
馬
の
次
に
次
上
馬
が
添
加
き
れ

τい
る
。
併
レ
十
五
年
重
定
馬
直
に
は
再
び
上
上
馬
、
上
馬
、
中
馬
、
下
馬
、
駒
と
永
楽
三
年

と
同
じ
等
級
に
な
っ

τ居
り
、
後
掲
劉
江
の
上
奏
に
は
明
か
に
四
年
馬
直
の
米
十
五
石
絹
三
匹
の
上
馬
を
上
上
馬
と
記
レ

τい
る
の
で
あ
り
、

更
に
何
れ
の
場
合
も
馬
が
五
等
級
に
分
け
ら
れ

τい
る
の
で
あ
る
か
ら
、
四
年
の
上
馬
は
三
年
の
上
上
馬
に
、
次
上
馬
は
上
馬
に
相
当
す
る
も

の
と
見

τ誤
り
な
い
で
あ
ろ
う
o

た
だ
伺
故
に
こ
の
時
等
級
名
称
が
変
え
ら
れ

τい
る
の
か
は
明
か
で
な
い
。
こ
の
馬
直
を
少
レ
分
析
し

τみ

る
と
、
先
づ
中
馬
の
三
年
馬
直
は
絹
に
換
算
し

τ六
匹
三
分
一
と
な
り
、
是
が
四
年
馬
直
の
米
十
石
絹
二
匹
に
相
当
す
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
絹

ニ
匹
を
両
方
か
ら
差
引
く
と
、
絹
四
匹
三
分
一
が
米
十
石
に
当
つ

τい
る
。
結
局
絹
一
匹
が
米
ニ
・
三
石
強
に
換
算
さ
れ

τい
る
。
下
馬
の
場
合

遼

東

馬

市

管

見

四
七
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は
三
年
の
は
絹
四
匹
三
分
ニ
で
あ
り
、
そ
れ
が
四
年
の
米
八
石
と
絹
一
匹
に
相
当
す
る
か
ら
、
結
局
絹
三
匹
三
分
ニ
が
米
八
石
、
絹
一
匹
が
米

ニ
・
ニ
石
弱
に
換
算
さ
れ

τい
る
。
こ
の
換
算
率
を
用
い

τ上
上
馬
の
場
合
に
あ

τは
め

τみ
る
と
三
年
の
上
上
馬
は
絹
十
六
匹
で
ゐ
る
か

ら
、
四
年
馬
直
で
は
そ
の
う
ち
か
ら
絹
三
匹
を
支
払
う
と
残
り
の
絹
十
三
匹
に
対
し

τは
米
約
三
十
石
が
支
払
は
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
る
。

所
が
実
際
の
馬
直
は
米
十
五
石
で
あ
る
か
ら
上
上
馬
の
馬
直
が
更
定
に
際
レ

τ著
し
く
切
下
げ
ら
れ

τい
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
乙
の
切
下
げ

は
上
馬
即
ち
四
年
の
次
上
馬
に
つ
い

τも
行
は
れ
約
米
ニ
石
が
減
ぜ
ら
れ

τい
る
が
上
上
馬
程
著
し
く
は
な
い
。

明
実
録
永
楽
十
五
年
十
月
丁
未
の
条
に
時
の
遼
東
総
兵
官
都
督
劉
江
の
上
奏
が
見
え
る
。

ム
寸
歳
応
良
晴
之
地
皐
。
太
寧
衛
指
揮
鎖
南
等
。
以
馬
千
匹
来
易
米
。
前
此
易
米
者
其
数
甚
不
多
。
止
用
馬
能
。
今
太
寧
一
衛
用
車
三
百
輔
運

米
。
其
慮
梁
顔
福
徐
諸
衛
皆
来
則
無
以
給
之
。
況
遼
東
極
辺
。
無
他
有
司
供
給
。
守
備
官
軍
数
多
。
毎
年
安
業
自
在
二
州
寄
住
轄
官
俸
糠
歳

用
滑
大
。
而
奮
定
馬
価
甚
高
。

上
上
馬
一
匹
米
十
五
石
絹
三
匹
。

下
者
米
八
石
絹
一
匹
。
如
悉
依
奮
例
則
謹
儲
空
置
。

宜
令
所
司
更
議
馬

直
。
樽
節
根
儲
。
逓
増
布
絹
。
中
半
市
之
。
庶
外
夷
蒙
博
施
之
恩
。
而
謹
儲
無
不
給
之
患
。
上
回
江
所
言
是
。
命
兵
部
定
議
行
之
。

こ
れ
に
よ
る
と
四
年
馬
直
更
定
後
も
「
易
米
者
其
数
不
多
」
と
あ
る
が
、
馬
市
開
設
時
の
状
況
か
ら
推
す
と
易
米
者
以
外
の
者
即
ち
元
通
り
絹

布
と
交
易
す
る
者
が
多
か
っ
た
こ
と
を
思
は
せ
る
。
即
ち
永
楽
四
年
馬
直
改
訂
に
よ
っ

τ三
年
馬
直
は
廃
止
さ
れ
た
の
で
は
な
く
並
行
し

τ行

は
れ
、
易
米
を
欲
す
る
者
は
四
年
馬
直
で
、
絹
布
を
欲
す
る
者
は
三
年
馬
直
で
交
換
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し

τ易
米
者
が
少
な
か
っ

た
の
で
三
年
馬
直
が
主
と
し

τ適
用
さ
れ
四
年
馬
直
は
副
次
的
な
も
の
、
或
は
臨
時
的
な
も
の
と
見
ら
れ
、
そ
の
為
に
十
五
年
の
重
定
馬
直
が

三
年
馬
直
の
改
訂
と
し

τ会
典
等
で
誤
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
は
れ
る
。
し
か
も
四
年
馬
直
は
決
し

τ臨
時
的
な
も
の
で
は
な
く
生
き

τい

τ、
冗
良
晴
等
が
易
米
を
要
求
す
る
時
は
そ
れ
に
従
つ

τ支
払
は
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
た
ま
た
ま
永
栄
十
五
年
元
良
晴
の
地
の
皐
災
に
際

し

τ太
（
泰
）
寧
衛
の
み
で
馬
千
匹
の
易
米
要
求
が
あ
っ
た
。
中
馬
と
し

τ絹
二
千
匹
米
一
万
石
の
支
払
と
な
る
。
こ
の
四
年
馬
直
に
よ
る
支

払
で
は
遼
東
の
辺
儲
へ
の
影
響
が
大
き
い
と
し

τ劉
江
の
米
を
減
じ
絹
布
を
増
す
改
訂
要
請
が
な
さ
れ
、
そ
の
「
所
言
是
」
と
し

τ成
祖
は
兵



部
に
下
命
議
さ
せ
た
の
が
十
五
年
重
定
馬
直
で
あ
る
。
明
実
録
永
栄
十
五
年
十
一
月
（
乙
知
）
に

勅
遼
東
総
兵
官
都
脅
劉
江
日
。
爾
奏
欲
更
議
馬
直
。
己
見
体
国
之
心
。
況
今
年
遼
東
薄
収
。
正
宜
樽
節
以
器
用
。
今
更
定
其
償
。
上
上
馬
毎

匹
米
五
石
網
布
各
五
匹
。
上
馬
米
四
石
絹
布
各
四
匹
。
中
馬
米
三
石
絹
布
各
三
匹
。
下
馬
米
二
石
絹
布
各
二
匹
。
駒
米
一
石
布
ニ
匹
。
其
他

有
可
以
賀
謹
儲
者
。
尚
悉
心
計
慮
。
以
副
映
倫
托
之
重
。

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
ゐ
る
。
こ
の
重
定
馬
直
が
四
年
馬
直
の
改
訂
で
あ
る
こ
と
は
明
加
で
ゐ
る
が
、
前
に
並
用
さ
れ
た
と
推
測
レ

τお
い
た
三

年
馬
直
も
こ
の
重
定
に
よ
っ

τ併
せ

τ廃
棄
注
れ
た
か
否
か
は
明
か
で
な
い
。
併
レ
会
典
等
が
十
五
年
荒
定
．
烏
直
を
恰
も
三
年
馬
直
の
改
訂
で

あ
る
か
の
様
に
解
レ

τい
る
こ
と
は
誤
解
で
は
あ
る
が
、
ま
た
一
万
三
年
馬
直
の
十
五
に
於
け
る
廃
棄
を
示
レ

τい
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
遼

東
の
馬
直
と
レ

τ正
徳
会
典
に
記
載
き
れ

τい
る
以
上
、
永
楽
十
五
年
十
一
月
以
後
は
こ
の
重
定
馬
直
の
み
が
準
用
さ
れ
た
と
見
ね
ば
な
る
ま

ぃ
。
勿
論
以
上
の
馬
直
は
皆
官
に
よ
る
収
買
の
公
定
価
格
で
ゐ
り
、
私
市
に
於
け
る
価
格
は
必
ず
し
も
是
に
従
っ
た
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
三
年
、
四
年
、
十
五
年
の
馬
直
を
網
対
布
を
三
対
ニ
、
絹
一
匹
を
米
ニ
・
三
石
と
し

τ換
算
レ

τ全
く
網
で
表
示
レ

τみ
る
と
次
の

13年馬直14年噛Is年馬直｜

上上馬｜ 16 I 9. s 1 10. 4 I 
馬 I s I 7.3 I s . .l I 

中馬 1 6. 3 J 6. s i 6. ::i i 
下馬 i4.6 I 4.s I 4.2 I 

L 3 I .2.s I .l. 7 I 

上

遼

東

馬

市

管

見

如
く
な
る
。

（
単
位
匹
）
右
の
換
算
率
は
三
年
馬
匹
か
ら
四
年
馬
直
の
更
定
を
中
馬
を
基
準
に
レ

τ、
そ

れ
に
李
朝
実
録
所
載
の
絹
布
換
算
率
を
援
用
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
換
算
率
を
用
い

τ四
年
馬
直
と

十
五
年
馬
直
の
中
馬
を
更
に
算
出
す
る
と
全
く
同
値
を
得
る
こ
と
は
、
支
払
手
段
と
し

τば
米
網
布
を
色

々
と
混
合
レ

τも
総
価
格
品
川
等
し
く
な
る
様
に
決
定
注
れ

τい
た
こ
と
を
知
ら
せ

τく
れ
る
o

さ

τ上
表

に
よ
れ
ば
上
馬
中
馬
下
馬
は
、
何
れ
の
場
合
も
大
体
一
定
し
た
数
値
を
一
不
し

τい
る
が
、
上
上
馬
は
四
年

に
大
巾
に
引
下
げ
ら
れ

τ居
り
、
駒
は
十
五
年
に
著
レ
く
引
下
げ
ら
れ

τい
る
。
四
年
馬
直
に
於
け
る
上

駒

位
馬
の
引
下
げ
は
告
飢
の
際
の
元
良
暗
に
於
け
る
穀
物
へ
の
強
い
需
要
、
米
価
の
騰
貴
を
考
慮
レ
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。
絹
換
算
で
は
大
市
の
引
下
げ
に
な
る
が
、
穀
物
支
払
で
は
元
良
晴
は
減
価
と
考
え
な
か
っ
た

四
九
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の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
中
下
馬
は
穀
物
表
価
で
は
馬
直
引
上
げ
と
感
じ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
も
上
上
馬
の
市
易
は
数
が
少
な
く
、

五。

専
ら
冗
良
恰
等
の
利
害
の
関
係
す
る
の
は
そ
の
供
給
率
の
最
も
高
い
中
型
馬
即
ち
上
中
下
馬
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
が
穀
貴
の
際
も
同
値
に
改

訂
さ
れ
た
こ
と
は
冗
良
恰
の
満
足
す
る
所
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
十
五
年
の
駒
の
減
価
は
恐
ら
く
明
圏
内
の
馬
数
充
足
に
よ
り
従
来
程
駒
の

輸
入
収
買
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
の
に
よ
る
様
で
あ
る
。

永
楽
十
五
年
の
重
定
馬
直
以
後
、
馬
直
の
改
訂
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。

両
会
典
共
に
そ
れ
に
つ
い

τ何
の
記
載
も
な
い
の
で
あ

る
。
併
し
永
楽
十
五
年
（
一
四
一
七
）
か
ら
万
暦
四
十
六
年
（
一
六
一
八
）
ま
で
約
二
百
余
年
聞
馬
直
の
変
動
が
な
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な

ぃ
。
こ
の
こ
と
は
叉
別
に
考
察
す
べ
き
問
題
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
馬
市
に
於
け
る
宮
市
の
消
滅
と
私
市
の
発
展
と
し

τ理
解
合
れ
ね
ば
な
ら
ぬ

註
1

も
の
と
思
は
れ
る
。
（
本
稿
は
文
部
省
の
研
究
助
成
に
よ
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。
）

註
2 

前
掲
遼
東
の
馬
直
の
外
、
乙
の
後
に
一
示
す
諸
例
の
多
く
が
そ
う
で
あ

る。林
田
重
幸
、
山
内
忠
平
「
日
本
石
器
時
代
馬
に
つ
い
て
」
日
本
畜
産

学
会
報
第
二
十
五
巻
第
二
｛
四
号

後
世
の
例
で
あ
る
が
明
実
録
景
泰
二
年
十
二
月
丙
子
の
条
に
は
瓦
刺

の
貢
馬
に
際
し
て
下
下
等
潟
を
下
等
馬
と
し
て
給
賞
し
た
例
が
見
え

註
3

註
4

註
5

る。稲
葉
博
士
「
満
洲
発
達
史
」
一
九
六
頁

永
楽
十
五
年
太
僕
寺
在
籍
馬
数
は
永
楽
初
年
の
ニ
万
三
千
か
ら
す
で
目
－

K
五
十
一
万
四
千
余
匹
に
増
し
て
い
る
。
拙
稿
遜
東
馬
市
起
源
（
前

掲
）
参
照
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On The Horse Markets of Liao-tuug i2Jlt 
In The Ming ~ Period 

By H. Esima 

Acording to the usual opinion, the first founded horse markets in 

Liao-tung were at three place- one nt Kuang-ning [1;;$, the others 

at K'ai-yiian lffl/Ei:-- in Ming period. And one of them, at the south 

side of K'ai-yiian-Ch'eng lffl/Ei:~ was exclusive for the Djurchi j!;"m[ 

and the rests, at the east side of K'ai-yiian and .Kuang-ning, for 

Urianghai JG.5tfl&t. But, it reveals that there was only one, not two, 

market at east side of K'ai-yiian-Cheng. Moreover, it was not exclu 
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sive for Djurchi nor Urianghai, but opened for both, 

The higher market price in Liao-tung attracted Urianghai and 

Djurchi. The market price was stipulate for the first time in the 

third year of Yung-la 7}<~ (1405 A. D.), then reformed to be paid in 

grain and price itself was changed (1406, 1417 A. D.). 
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